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登場人物紹介













・キリエ…………『魔女の姉妹』の一員。しっかり者で、薬師としての腕も確か。

・レオナール…………エウリーシュ王国の国王。












■『魔女の姉妹』たち


・ダーナ…………『魔女の姉妹』の一員で、薬師。キリエの妹的な存在。

・姉妹たちの長

・アナベル

・クレア

・ダイアナ








■エウリーシュ王国


・マーシャ太王太后…………レオナールの祖母。キリエを薬師として召し抱える。

・カーラ・ボーウェン夫人…………キリエたちに助けられたのが縁でふたりを屋敷に迎え入れる。

・リック…………ボーウェン夫人のひ孫。

・セイラ…………ボーウェン夫人の孫でリックの母。

・レブリー国務大臣…………ボーウェン夫人の親戚。

・ハンナ…………厨房長。

・クラケン…………庭師。








■伝説


・アディエラ…………『魔女の姉妹』の祖で悪い魔女だったが、改心し『黒き魔女の書』を封じた扉の『鍵』をフィルザーレ王に預けた。

・フィルザーレ王…………ウルギス王国第三代国王で、アディエラから『鍵』を託された。



















プロローグ












　その昔、わざわいを振りまく悪しき魔女がいた。

　森を棲み家にし、疫病を流行らせ、川の流れを乱して水を毒に変え、多くの人々を苦しめていた。






　そんな苦しむ民の訴えを受け、時の王が森へ赴き、剣で退治する代わりに、魔女を改心させた。

　魔女は、これからは人の役に立つと約束し、わざわいの元である『黒き魔女の書』を洞窟の奥深くに封印してその『鍵』を王に預けた。






　そして、魔女はその力を人々のために使い、やがて慕われ頼りにされるようになった……。

















第一章












「あー、腰が痛い」

　となりで薬草を摘んでいたアナベルが身体を起こして伸びをした。斜面での薬草摘みはなかなか堪える。

「まだもう少し摘んでおきたいから、がんばろう」

　キリエはアナベルの持っていた籠を受け取り、斜面を登っていく。登り切ったところに置いてあるもっと大きな籠に中身を移す。

　むせかえるような青臭い草のにおいがあたりに広がり、キリエはふう、と息をついた。するとそこに、姉妹の声がきこえてきた。

「おーい、キリエ」

　同じように籠を抱えてきたのはダーナだった。簡素なブラウスとスカートに、フードのついたローブという出で立ちはキリエとまったく同じだ。

「お疲れ、どうだった？」

　キリエたちは、昔この森に住んでいた魔女の弟子のそのまた弟子……いまでは、『魔女の姉妹』と呼ばれ、あらゆる薬草を活用する薬師だ。

「雨の後だから、いっぱい芽を出してると思ったけど」

　キリエの言うとおりだった、とダーナが籠の中を見せる。籠の中には青々として柔らかそうな薬草の新芽がどっさり入っていた。

　その中のひとつを摘まみ、キリエは鼻に近づけた。

「うん、すごくいい新芽ね。これならよく効く薬になる」

　今日の午後はさっそくこれを干してしまおう、とダーナも言う。この新芽は天日に干すと少し苦くなるが咳の薬になる。

「ハイエルの町で咳の風邪が流行りはじめたらしいから、急がないと」

　ハイエルは、この森からいちばん近い町だ。ただ、近いといっても歩いて半日はかかる。それでも、町の人たちは、具合が悪くなるとこの森に『魔女の姉妹』たちが煎じた薬草を求めてやってくるのだった。

　季節は春からさわやかな夏へと変わろうとしていた。あたたかくなり過ごしやすくなってきたが、やはり気温の安定しない日々は体調を崩す者が多い。

「季節の変わり目は気をつけないとね」

　キリエたち森に住む姉妹たちは、こうして日々薬草を摘み、それを必要に応じて干したり、煎じたりしてから各地の街に住む姉妹たちに送るのだ。

　街に住み、実際人々の治療にあたるのは、年嵩で経験豊富な姉妹だった。キリエももうすぐひとりで街の治療院をまかされてもいい頃だったが、森での暮らしの方が性に合うと思っている。

「そろそろお昼の休憩だね」

　ダーナが空を仰ぐ。

　太陽の位置はそろそろ真上にきている。昼になると今日の食事当番から弁当が届くことになっているのだ。

「今日のお弁当のおかずはなんだろう？」

　やっと斜面を登ってきたアナベルが言う。その顔には、わくわくとした表情が隠しきれておらず微笑ましい。

　弁当が届くことになっている小川のほとりに三人でおしゃべりしながら向かっていると、対岸に人影が見えた。

「あ、お弁当！」

「お弁当じゃないでしょ」

　ダーナの小言に耳を貸すことなく、アナベルは手を振った。だが、相手は振り返さない。丸木橋を走って渡ってきたのは姉妹のクレアだが、見るからにあわてている。

「クレア、今日のおかずはなに？」

　のんきにたずねたアナベルには答えず、クレアは荒い呼吸を整える。

「それどころじゃないの！　長がみんなすぐに戻ってこいって！」

　キリエはダーナと顔を見合わせた。

「どうしたの？　なにかあったの？」

　ダーナの問いにクレアが叫ぶ。

「大変なの！　この国が攻め落とされたんだって！」










　森の奥に『魔女の姉妹』の庵はある。

　大きなクスノキを取り囲むようにいくつも居住用の茅葺き屋根の庵が建っていて、まわりには摘んできた薬草を干す網や、木の実を熟成させる樽などが置かれている。

　いちばん大きな庵にキリエたちが入っていくと、広間はざわざわと騒がしかった。

　続々と姉妹たちが集まってきて、忙しなく言葉を交わしている。

　テーブルには昼食が並んでいるが手をつけている者はいない。

　キリエたちは空いている席に座り話の輪に加わった。事情通のダイアナがこのテーブルの話の中心で、キリエの顔を見るなり言った。

「自分たちの住んでいる国が滅んだっていうのに、全然気づかなかったよね」

　それも仕方のないことで、この森は王都から遠く早馬でも三日ほどかかる。

　なにかあっても、知らせが届くのは遅いのだ。

「国が攻め落とされたって、一体、なにがあったの？」

「攻め落としたのは隣国エウリーシュで、はじめはリパル湾での海上戦だったらしいんだけど、あっという間に海軍は敗走、王都の港から城を攻められたみたい。だから、王都に住んでいる人たちも驚いたんじゃない？」

　キリエは疑問を口にした。

「そもそも、どうして突然エウリーシュ国は攻め込んできたの？」

　こんな田舎でも周辺国の情勢は多少話題になる。ここしばらく、エウリーシュが攻めてくるなんてきな臭い噂などなかったはずだ。

「それが、なんでもこの国の海軍が海賊のふりをしてエウリーシュの商船を何度も襲ってたんだって」

「あちゃー、それは怒るわ」

　アナベルがあきれた顔で言うと、みんなもうなずく。

「でも、なんで一国の海軍がそんなことをしたのかしらね？」

　キリエの言葉にダイアナが肩をすくめた。

「国王の散財で財政が逼迫してたんだって。で、その国王が手っ取り早く豊かなエウリーシュの貿易商船を襲わせてたらしいよ」

　そして、とダイアナは続けた。

「それがエウリーシュにばれたらしいんだよね。で、エウリーシュの軍船が商船を護衛してるのに気づかないで襲ったんだって。もちろん海軍はすぐに不利な状況に陥ったから、なりふり構わず援軍を要請したらしいのよね。で、もうこの国の海軍の仕業だってばれてるから、国王に指揮をとるように船に乗せたんだけど……形勢が不利だと見るや否や、他の船を見捨てて自分だけしっぽを巻いて船で沖に逃げちゃったんだって」

　アナベルが大きな声をあげる。

「えー、最低。なにそれ？」

　さすがにエウリーシュの者も面食らっただろう。

　もともと交戦はしても、国王を捕らえ人質とし全面降伏と引き換えに莫大な賠償金をしっかりとる、くらいしか考えていなかったのではないか。だが、思わぬ展開となり、エウリーシュもこのまま城を攻め落とすしかなかったとしか思えない。

　国王が不在の城は、抵抗することを早々にあきらめ、降伏したという。その後国王がどうしたか定かではないらしいが、もう城に戻ることはできないだろう。

　話を聞いた者たちは皆、大なり小なりため息を漏らした。

「先代の国王は名君だって期待されていたけど、即位して三年で亡くなってしまったのがね……落馬して突然のことだったから仕方ないけど。その後を継いだのがあの弟だもん」

　新たに即位したのは、王子時代から醜聞のつきまとっていた弟王子で、王となってからも好き放題に散財し、なんのためらいもなく重い税を課すなどして、国民の評判もよくなかった。

　そんなことを夢中で話していると、ふいにまわりのざわめきがぴたりと止まった。

　広間に姉妹たちの長が現れたのだ。

　かなりの老齢で、杖をつきながら世話係の姉妹に付き添われてはいるが、まだまだしっかりとしている。

「長から話があります。皆、心してきくように」

　世話係の姉妹がよく通る声で言った。

　しばらくして、長が口を開く。

「皆、なぜ集められたかはおおよそきいていると思う。我ら『魔女の姉妹』の祖であるアディエラが『黒き魔女の書』を封じた扉の『鍵』、それを預けていた王家が五日前滅びた」

　広間の誰もが息をのむのがわかった。

「王城はエウリーシュ軍に制圧され……武器庫と宝物庫にあったものは、すべてエウリーシュのものとなった。長年オルグレンの宝物庫に保管されていた『鍵』も、おそらく今ごろ他の宝物とともにエウリーシュ本国に持ち込まれているのではないかと思う」

　ざわめきが波のように広がっていき、姉妹たちは不安げな顔を見合わせる。

「知っての通り、『黒き魔女の書』は、悪魔によって書かれたものと伝えられておる。そして、地上にわざわいをもたらすべく、気まぐれにひとりの女に与えられた。それが、我らが姉妹の祖であるアディエラだ」

　普段はもうすっかり忘れてしまっているが、アディエラが一度は国家の怨敵とされていたことを思い出す。

「アディエラは『黒き魔女の書』に書かれている邪悪な術で次々にわざわいを起こした。そして、この国、ウルギルス王家の第三代国王フィルゼーレの説得により改心し、『黒き魔女の書』を封じて、その扉の『鍵』をフィルゼーレに託した」

　今の王の十代くらい前の国王ね、とアナベルが囁く。

　その後、アディエラは森の薬草で人々の役に立つことを誓い、弟子たちと暮らすようになったと伝えられている。

「フィルゼーレ王は末永く『鍵』を預かること、なにかあれば『鍵』の所在をあきらかにし、アディエラの潔白を証明すると約束した」

　実際、『黒き魔女の書』を封印したあとも、流行病が近隣の町や村に広がったところ、アディエラが疑われることがあった。松明をかかげた村人たちにアディエラと弟子たちは追われ、森を焼かれそうになったりしたが、国王が封印は解かれていないことを証明してくれたという。

　それから永い時が流れた。

「『鍵』はいまも我らの潔白の証。どこにあるかわからぬでは困るのだ」

　長の言葉に重苦しい沈黙が降りる。

　そんな中、どうしてアディエラは改心したんだろう？　とアナベルが不思議がる。そんな彼女の脇腹を突いたダイアナが小声で言った。

　フィルゼーレ王がすごくかっこよかったんだと思う、と。

　その囁きが耳に入った姉妹たちが思わずざわめくと、長にじろりと睨まれた。

　それで開き直ったのか、ダイアナが立ち上がった。

「ていうか、その『黒き魔女の書』って、なんで鍵かけてしまったんですか？　もう使わないなら、燃やして終わりにすればよかったのに？」

　長が重苦しいため息をついた。

「『黒き魔女の書』は、火で燃やせるものではない。鋏やナイフなどの刃物でも切り刻めぬし、深い海に沈めても、藻屑となることはない」

　広間は再び水を打ったように静まり返る。

　そのことを知っていた者はあらためて、よく知らなかった者は『黒き魔女の書』のおそろしさに言葉をなくしたのだ。

　しばらくして、ダイアナが呆然とつぶやいた。

「そんな危険なものなんだ……」

　いつもはまだ若いダイアナの言葉に耳を貸すことのない長だが、この時ばかりはうなずく。

「だから、洞窟の奥深くに厳重に封印し、その『鍵』を王に預けた。決して封印が解かれることのないように、だ」

　その『鍵』が、いまどこにあるか定かではなくなってしまったのはまずい、と長がうめくように言うと、世話係がさっと背中をさする。

　これまでつつがなく姉妹をまとめてきた長がこのような老齢になってから起こった問題と、先行きの不安が誰もの胸に重くのしかかる。

　そんな中、静まり返った広間にアナベルの声が響いた。

「でも、その『鍵』って、もう必要ないんじゃないですか？　だって、『黒き魔女の書』は封印されてるんだし、エウリーシュの王も『鍵』を持っていったものの、なんの鍵かわからないだろうし。そもそもウルギルス王家もあんまりにも昔のことで忘れてたんじゃ……」

　確かに、そう思えた。

　その鍵が『黒き魔女の書』を封印している『鍵』だと知るものは限られている。

　知らない者が手にしても、ただのどこで使うのかわからない鍵としか思えないだろう。

　すると、長がゆっくりと頭を振った。

「いや、『鍵』は、封印の扉と対になっておる。わずかながら中に収められた邪悪な『黒き魔女の書』の影響を受けていて、持つ者を封印へと導こうとする」

「……キモ」

『鍵』に操られるなんてこわくない？　とダイアナがまわりに同意を求めるが、誰もなにも言わなかった。

「『鍵』の保管は、国の王となるほど強き意志の持ち主にゆだねることによって、操られることを防ぐ意味もあるのだ」

　長は続けた。

「『鍵』の秘密は、ウルギルス王家の王から王へ口伝される。おそらく先代の王が突然身罷ったことで今の王には伝わらなかったのではないかと思う」

　ある意味それが幸いした、と長は言った。

　現国王はあまりにも『鍵』を預けるにはふさわしいと思えなかったからだ。

「万一、心ない者の手に渡れば、『鍵』はその者を時間をかけて操り封印を破らせようとしてくるはず。だが、決してそうさせてはならない。一刻もはやく『鍵』の行方を突き止めるのだ」

　広間がざわざわと騒がしくなる。

「どうすればいいの？」

　姉妹たちが口々に言う。

「事情を話せばいいんじゃない？　エウリーシュの王に。返してもらうなり、そのまま保管してもらうなり……」

「でも、エウリーシュの王が『黒き魔女の書』を悪用しないって保証はないわよ」

　すると、エウリーシュの王がどんな人物か、誰か噂を知らないかと尋ねる声があったが、答える者はなかった。

　ただ、アナベルによると、まだ王として即位したばかりだという話だった。

「やはり、まず『鍵』を見つけだし、エウリーシュの王が信頼に足る人物であれば、『鍵』の保管を頼むしかないと思う」

　長がそう言うと、ダイアナが手を挙げた。

「エウリーシュの王が信用ならなかったら？」

「その時は、『鍵』を取り戻し、この地の領主でウルギルス王家の傍系でもある伯爵に預かってもらうよう頼もうと思っている」

　その伯爵は広く領民からも慕われている人格者だ。

　ただ、この国がエウリーシュに制圧された今、伯爵家もどうなっているかわからない、と長は言った。

「と、なれば、誰かがエウリーシュへ赴き、国王に近づいて『鍵』をさがしてくるしかあるまい」

　長がひとりひとり姉妹たちの顔を見回す。

「難しい役目だ。浮ついた者ではならぬ。しっかりとしていて機転の利く者でなくてはな。我こそはという者はおらぬか？」

　ざわざわと皆まわりと顔を見合わせていて手を上げる者はいない。

　そのざわめきから、ひとつの名前がぽつぽつ湧きはじめた。

「……キリエ」

　キリエは耳を疑った。

　まさか、自分が？

　だが、その声は大きくなり、やがて長と目があった。ゆっくりとうなずかれ、キリエは覚悟を決めた。

「行ってくれるか、キリエ」

　キリエはためらうことなくすっと椅子から立ち上がった。

「……どれだけ役に立てるかはわかりません。ですが、みんなのために力を尽くします」

　拍手が起こり、姉妹たちの期待の声にキリエは胸が熱くなった。

「しかし、これほどの大役、キリエひとりでは負いきれまい。誰か一緒に行く者はおらぬか」

　また広間が静まり返ったが、すぐにダーナが立ち上がった。

「私が……私が行きます！」

　その緊張した表情に、彼女の覚悟も見てとれた。

「ありがとう、ダーナ」

　キリエはうれしかった。

　誰であれ、一緒に行ってくれるとなれば心強いが、ダーナは特に気心も知れているし、薬師としての腕も確かだ。

「じゃあ、すぐにでも出発しよう」

「え、もう？」

　驚いたのはとなりにいたアナベルだったが、キリエはうなずいた。

「だって、あっという間だったとはいえ城を攻め落としたりしたんだから、エウリーシュには兵士の怪我人もいるはず。それなら、薬師として城へ入り込む機会もあるかもしれないでしょう？」

　ダーナもうなずいた。

「そうね、急ごう」

　旅の支度は、姉妹たちが手伝ってくれてすぐにまとまった。

　身の回りの必需品は小さく、厳選された薬草の入った大きな袋を持ち、キリエたちはエウリーシュを目指し夜明けとともに森を発ったのだった。










　四日後、キリエたちは乗り合いの馬車を乗り継ぎなんとか無事に王都に辿り着いた。

　王都は、エウリーシュに制圧されているとはいえ、特に混乱はなくいつもどおりの様子らしい。なにしろ、エウリーシュ軍は規律正しく、市民たちに狼藉を働くこともなく王都の警備にあたっているらしい。

　国に点在する港はほとんど一時的に閉鎖されているが、この王都の港だけは多少出入国の管理は厳しいがエウリーシュへの船に乗れるという話だった。

「見て、すごい軍船……」

　港に辿り着いたキリエたちがまず目にしたのは、威容を誇る軍船だった。港に何艘も係留されていて、そのどれにもはためいているのは、真っ青な布地に金色の水馬の紋章だ。

「これは見ただけで逃げ出すわね」

　オルグレンの国王が戦わずして逃げ出したのもうなずける。

「さあ、行こう、ダーナ」

　キリエが歩き出すと、あわててダーナが人混みをかき分け追ってきた。

「こんなに人がいて、船に乗れるかしら？」

　ダーナが混み合う港の様子を見て不安そうに言う。

「わからないけど、ここがだめなら陸路で行く手もあるから大丈夫よ」

　ただ、その場合山を越えなくてはならず、迂回するにしても日数がかかってしまう。なるべくなら船でエウリーシュへ向かいたい、とキリエは考えていた。

「とにかく、船の手配をしてくれる人のところへ行ってみよう」

　船の手配を紹介してくれたのは、王都で手広く商売をしている商人で、長く薬草の取引をしている相手だ。良質な薬草を出荷する『魔女の姉妹』のことを大事にしてくれていて、多少の無理はきいてくれる。今回もエウリーシュへ船で渡れないかと相談したところ、知り合いの船長を紹介してくれたのだった。

「はぐれないように気をつけて、ダーナ」

　荷物を抱えながら人混みを歩くのはなかなか大変だ。普段のんびりとした田舎で暮らしている身としてはそれだけで疲れてしまう。

　紹介された船長の船をさがしてキリエがきょろきょろしていると、ダーナの短い悲鳴がきこえた。

「ダーナ!?」

　あわてて振り返ると、ダーナが膝をついているところだった。

「大丈夫？」

　すぐに駆け寄り助け起こすと、なんでもないとばかりにダーナが微笑んだ。

「大丈夫、ちょっとぶつかられただけ」

「ぶつかられたって？」

　あたりを見回すがそれらしき者はいない。どうやらダーナにぶつかってそのまま立ち去ってしまったようだ。

「ひどい人がいるものね」

　キリエが憤慨しながら言うと、ダーナが首を振った。

「こんな人混みでぼんやりしていた私が悪いのよ」

　立ち上がったダーナの服の埃をキリエが払っていると、ふいに声がかけられた。

「おい、そこのふたり」

　はじめは自分たちのことだと思わなかった。

「おまえたちだ」

　肩を叩かれてキリエははっとした。見ると、背の高い青年がこちらを見下ろしている。身なりは悪くないが、力強い声が少し威圧的だ。

「な、なにか？」

　森を出る時、姉妹たちに、馴れ馴れしく声をかけてくる男には気をつけろ、ときつく言われていてキリエは身構えた。

「おまえたち、こんなところをぼんやり歩いていて、なにか気づかないのか？」

「え？」

　突然そんなことを言われても、とキリエがとまどっているとダーナが声を上げた。

「あ、財布が！」

　あわてるダーナに青年がその財布を差し出した。

　小さな巾着ですぐに取り出せて使えるだけの小銭しか入っていないものだが、大事な旅の資金だ。

「あ、ありがとうございます……！」

　ダーナが手を出すと、ちゃりんと小気味いい音をさせて財布が置かれた。

「気をつけろ。さっきぶつかってきた男に掏られたんだ」

「気づきませんでした……それをあなたが？」

　まあな、と青年がうなずく。

「ありがとうございます。助かりました。あの、なにかお礼を……」

　キリエの申し出を青年が遮る。

「礼など気にするな。俺も財布は取り返したが、スリは逃がしてしまったからな」

「でも……」

　そんなつもりじゃない、と言われキリエは引き下がった。

「それにしても、不用心だな。女のふたり旅か？」

　キリエはじっと青年を見た。

　最初に目にした時は、それほど警戒する必要はないと思えた。身なりは荒んでいないし、親切だ。

　意外に顔立ちも整っていて、下卑た様子は少しもない。だが、用心するに越したことはなかった。

「ここで親戚と待ち合わせていて、さがしているところだったんです」

　その親戚は筋骨隆々のやり手商人だとキリエは言った。

「そうか。だったら心配ないだろうが、はやく見つけたほうがいい」

「ええ、そうします。ね、ダーナ？」

　ダーナを振り返ると申し訳なさそうにしょげている。

「ごめん、姉さん」

　いつもはキリエを名前で呼んでいるダーナだが、心細くなったりするとつい幼い頃のように「姉さん」と口にしてしまうのだ。

「いいのよ、大丈夫」

　ダーナをなだめていると、青年の視線に気づいた。

「姉妹だったのか。それにしては似ていないな？」

　どきりとして、キリエは思わず青年を見る。

　これまでの道中、ダーナとは姉妹で通してきて一度も疑われたことはなかった。明るい茶色の髪も緑の瞳も似ていて、年の頃も姉妹で不自然ではない。なにより幼い頃から一緒に暮らしてきているおかげで、どことなく仕草なども似ていると他の姉妹たちからも言われていた。

　ただの親切な青年だと思っていたが、スリから財布を取り返したことをよく考えると只者ではないのかもしれない。

　だが、キリエはあわてずにっこりと微笑んだ。

「父が違うもので」

　なるほど、と青年は納得したようで、キリエは胸を撫で下ろした。

「それでは、ここで」

「ああ、気をつけるといい」

　キリエはダーナと青年に頭を下げてその場を後にした。そして、隙を見せないようにゆっくりと立ち去る。なぜか青年がキリエたちの後ろ姿をずっと見ているような気がして、振り向けなかった。

　それから、なんとか紹介してもらった船長をさがしだし、キリエたちは無事船に乗せてもらうことができた。船は荷を半分、あとの半分は乗客を乗せていてにぎやかだった。

　キリエは抜け目なく船上で船酔いに苦しむ乗客たちを介抱して薬を売ったり、さりげなくエウリーシュの情報を集めたりしたが、国王の噂は聞くことができなかった。

















第二章












　エウリーシュへは船で三日かかる、と言われていたが、風向きがよかったということで、早めに着くことができた。

　ただし、三日目の朝着く予定が、二日目の真夜中に着いてしまったが……。

　キリエたちは船を下りて途方に暮れた。

　なにしろにぎやかなはずの港も、いまは夜で静まり返っている。

「こんな時間に宿屋をたずねても部屋は空いてないわよね……」

　しかも、泊めてくれる宿屋があったとしても、いまからでは料理もあたたかい湯も期待できそうにない。

「仕方ないわ。街中で聖堂をさがしてそこで朝まで過ごさせてもらおう」

　ダーナも仕方ないとばかりにうなずく。

　この大陸で広く信仰されている神を奉った聖堂は至る所にあり、その扉はいつでも祈りを捧げられるよう一日中開放されている。聖堂の隅で静かに夜が明けるのを待つくらい許されるだろう。

「それにしても、立派な街ね……王の住む城はどこにあるのかしら」

　キリエはあたりを見回した。

　白い壁に青い屋根瓦で揃えられた街並みは美しく、夜の闇にぼんやりと浮かび幻想的ですらあった。

　治安はいいときいていたが、人通りのない深夜の街をあまりうろうろするのも不用心だ。とにかく聖堂をさがすため、ふたりが荷物を持ち直して歩き出そうとした時だった。

「待って、なにか聞こえない？」

　ダーナの声にキリエは足を止めた。

　言われた通り、耳を澄ましてみる。

「本当だ……子どもの泣き声？」

　どこかの家の子どもの夜泣きが聞こえてきているのかと思ったが、見ると道端でひとりの女性が子どもを抱えてあやしている。

　こんな時間に……と思っていると、女性の声が聞こえた。

「よしよし、大丈夫よ。……また熱が上がったみたいね」

　キリエたちは顔を見合わせた。

「あの……」

　声をかけると女性がぎょっとして振り向く。キリエたちの祖母くらいの女性で、身なりはとてもよかった。

「どうされたのですか？　こんな夜中に」

　女性は抱いている子どもをキリエたちから遠ざけるよう背を向けた。

「あなたたちこそ、こんな夜中に女ふたりで、なにをしているの？　人のことを言えないでしょう？」

「あやしい者ではありません。わたしたちは、旅の薬師です。オルグレンから船できたのですが、こんな時間に着いてしまって……」

　キリエは持っていた鞄を開けて見せた。

　中には薬草のビンや袋がぎっしり詰まっている。

「そのお子さんが熱があるようだと聞こえてきたので、なにかお力になれるのではないかと」

　女性はまだ用心深くキリエたちを見ている。

「奥さま！」

　建物の角からメイドらしきお仕着せを着た若い娘が現れた。

「向かいの家から話が聞けました！　やっぱり先生は、となり街へ出かけてまだ戻っていないそうです」

「となり街ですって……？」

　女性が呆然とつぶやいている。

　おそらく病気の子を抱え、医師の家をたずねてきたが、不運なことに留守だったのだろう。

　キリエたちにはこの王都からとなりの街までどれくらいの距離かはわからない。だが、すぐ近くというわけではないのは女性の表情からわかった。

　女性は大きなため息をついてからキリエに向き直った。

「この子は私の孫の子なの。孫は下の子を出産したばかりで私の屋敷に里帰りをしているのだけど、この子が夜中にぐずりだしたからおかしいと思ったら熱が出てて……医者に診せようとあわてて出てきたところだったの」

「それは心配ですね。よろしければわたしたちが診ましょうか？　熱に効くいい薬草がありますよ」

　女性は迷ったようだが、すぐに心を決めたらしい。

「……そうね、お願いするわ。私の屋敷はすぐ近くなの。一緒にきて」

　女性は、ボーウェン家の女主人だと名乗った。

　身なりも上等で、どう見ても身分の高い貴族の奥方だ。

　案内されたのは、街の大きな通りに面している立派な屋敷だった。

　その通りに並んでいるのは、同じような屋敷ばかりで、皆貴族や豪商人の屋敷だとボーウェン夫人は言った。

　すでに灯りが落とされひっそりとしているが、室内はかなり豪勢で明るければさぞきらびやかだろうと思えた。

「こちらよ」

　屋敷の二階のかわいらしい調度が揃えられた部屋で、キリエはボーウェン夫人から子どもを渡してもらい、病状を確かめた。

「お名前は？」

「リックというの」

　リックは、男の子だった。

　みると頬が赤く息苦しそうだ。

　額に手をあててみると熱はかなり高い。ただ、ボーウェン夫人からきいた様子と、実際みた感じからそれほど心配することはないように思えた。

「喉も腫れているし……風邪だと思います」

　子ども用に量を調節し、飲みやすいように少し甘い味をつけてダーナが薬草を煎じると、リックはおとなしくそれを飲んだ。

「あとは……なにか喉ごしのよい飲み物を」

　ベッドに寝かせ、冷たい水に浸してしぼった布で額を冷やす。しばらくするとリックの呼吸が楽そうになった。

「落ち着いてきたみたいですね」

　リックは大人たちに見守られながら少しうとうとしてきている。

　そっと額に手をやったボーウェン夫人が、

「熱が下がってきたみたいだわ」

　と、小声でうれしそうに言った。

「あなたたち、ありがとう。本当に助かりました。これで孫も安心するわ。孫は三日前に女の子を産したのだけど、肥立ちが悪くてあまり心配をかけたくなかったのよ」

　それで、身動きのとれない母親に代わり、ボーウェン夫人がリックを抱いて医者をたずねたところだったらしい。

「よろしければ、その出産したばかりというお孫さんもみましょうか？」

　キリエの申し出にボーウェン夫人が驚いた。

「そんなことも？」

「ええ、心得はあります」

　ぜひ頼む、と言われ、キリエたちは、あっという間にボーウェン夫人の信頼を得ていた。

　だが、いまはリックの母親セイラも眠っているし、様子をみるのは朝になってから、という話になり、キリエたちはしばらく屋敷に滞在することを許されたのだった。










　ボーウェン夫人は、キリエたちの助けに大変感謝し、屋敷でゆっくりしていくようにともてなしてくれた。

　たっぷりの湯に、居心地のいい部屋と至れり尽くせりだった。

「生き返ったみたいね」

　髪を拭きながらダーナが言う。

　部屋に彼女の体から香るハーブの香りがさわやかに漂っている。用意された湯船に持っていたハーブをたっぷりと入れておいたのだ。

「まったく、船の中といったらひどかったわ！」

　ダーナがベッドに飛び込んで枕に顔を埋める。

「それに比べてここは最高だわ。こんなふかふかなベッドはじめて！」

　思いきり手足を伸ばすダーナを微笑ましく見ながらキリエは言った。

「でも、気を抜いてはだめよ。この国に辿り着くのが目的じゃないのだから」

「もちろん、わかってるわ」

　ダーナが身体を起こした。

「だから、お風呂の世話をしてくれたメイドの人にこの国の国王についてきいてみたの。そうしたら、新しい国王は、王太子の頃からもう何年も遊学中だったんだけど、先代国王が急逝したからあわてて帰国して即位したんだって」

「ふうん、それでどういう人物かあまり噂をきかなかったのかもね」

　ここに来るまで折に触れて新国王の噂を集めようとしてみたのだが、きけた噂が、まだ若い、などぼんやりしたものばかりだったのは、そのせいだったのかもしれない。

「話をしてくれたメイドさんも少し前に田舎から出てきてここで働きはじめたばかりだから、詳しいことは知らないみたい。でも……」

　そこでダーナが勿体ぶるように言葉を切った。

「でも？」

　キリエは身を乗りだし続きを待つ。

「国王は若くてとっても素敵な方なんだって！」

「……え？」

　拍子抜けしてキリエはベッドから転げ落ちそうになった。

「なにそれ？」

「だって、若い娘たちの噂なんだから、そういうものでしょ？」

　確かに、国王が政でどんな手腕を振るおうが、若い娘はあまり興味など持たないかもしれない。

　キリエがため息をつくとダーナが言った。

「まあ、そんながっかりしないで。ここまでくれば噂なんか頼りにしないで直接国王がどんな人だか確かめられる機会も巡ってくるわよ」

「だといいけど……」

　気を取りなおして立ち上がり、キリエは背中を伸ばす。

「国王のことはとりあえず置いておいて、セイラさまの様子だけど」

　ダーナがベッドに座り直した。

　ボーウェン夫人の孫でリックの母親は、二度目のお産だが、とても消耗していてまだ寝台から身を起こすのもままならないようだ。

「そうそう、メイドさんにセイラさまのこともきいてみたんだけど、もともとあまり身体が丈夫な方じゃないみたいね」

　キリエもうなずく。

「それで、調合を考えたのだけど、やっぱりまずは滋養強壮の薬草で……」

　キリエたちはしばらく疲れも忘れ、どの薬草が効果的かを話し合った。










　ボーウェン家に滞在して五日。

　リックの風邪はよくなり、元気に飛び跳ねて遊んでいた。

　その母親であるセイラも、キリエたちの世話によって少しだが回復し、赤ちゃんを腕に抱けるようになっていた。

「キリエ、次、次はね！」

　リックが腕にまとわりつき、引っ張られながらキリエは屋敷の廊下を歩いていた。

「リックさま、そろそろお昼寝の時間でしょう？」

　今日は朝からリックに付き合ってキリエは遊んでいたが、なんとか口実を作ってそろそろ子守りを乳母に代わってもらい、街の広場に行こうと思っていた。

　もう少し詳しく国王のことが知りたかった。

　そこで屋敷の者にいろいろときいてみたところ、広場にはお茶を飲む店がいくつもあり、市民たちの憩いの場になっているらしい。

「さあ、お休みになりませんと、おばけがでますよ」

　そう言うと、リックが首を傾げた。

「キリエ、いまはまだ昼間だよ？」

　幼いリックに指摘され、キリエは言葉に詰まった。

　リックは父親に似て聡明なのだとボーウェン夫人は何度も言っていた。彼の父親は軍の高官でいまは遠い異国へ仕事で赴いているという話だった。

　キリエはじっとリックに見つめられ苦し紛れに言った。

「そ、それは、あれですよ、昼間出るおばけもいるんですよ」

「まったくキリエったら……ねえ、まだ眠くないから、いいでしょう？」

　すっかり懐かれているキリエは、リックに上目遣いでそう言われると弱かった。

「わかりました、キリエの薬を飲んだらもう少し遊んでいいですよ？」

　そう言うと、うれしそうな悲鳴を上げてリックが逃げていく。

「やだ！　苦いもん！」

　追いかけようとしたキリエに声がかかった。

　ボーウェン夫人だ。

　今日も美しく装っていて、年齢よりもずっと若く見える。

「キリエ、少し話があるのだけどいいかしら？」

「はい、なんでしょう？」

　心得たように乳母がリックを追いかけていき、キリエはボーウェン夫人の私室に招かれた。

　テーブルの上にはお茶が用意されていて、テーブルを挟んで座ったキリエにボーウェン夫人が微笑む。

「キリエ、ダーナも、あなたたちには本当に感謝しているわ。おかげでセイラの体調もよくなってきたし、リックもあんなに元気になったわ」

　満足そうなボーウェン夫人の様子に、キリエもほっとする。

「それでね、キリエ。言ってなかったかもしれないけど、私は、王城で太王太后さまにお仕えする身なの。孫のためにこの屋敷に戻ってきていたのだけど、赤ちゃんも無事生まれてもう心配もなくなってきたし、そろそろ太王太后さまの女官として城へ戻らなくてはならないの」

　それで、とボーウェン夫人は続けた。

「キリエ、あなたも私と一緒にお城へ上がって、太王太后さまに薬師としてお仕えするつもりはないかしら？」

　キリエは息をのんだ。

　思ってもみない好機が巡ってきたことに、鳥肌が立つ。

　太王太后といえば、現国王の祖母だ。

「あら、気が進まない？」

　キリエが黙り込んでいるからか、ボーウェン夫人が心配そうに言う。

「い、いえ、あまりに光栄なことなので驚いてしまって……ですが、わたしのような旅の薬師が太王太后さまなんて高い身分の方のおそばに上がってもよろしいのでしょうか？」

　まあ、とボーウェン夫人が笑った。

「謙遜しすぎよ、キリエ。あなたの腕は確かだわ。それにね、太王太后さまはお年を召されてきて近年体調がすぐれないことも多いの。だから、あなたのことをきっと気に入ってくださると思うわ」

　考えておいてと言われ、ボーウェン夫人との話は終わった。

　だが、考えるまでもない、とキリエはすぐにダーナをさがした。

　もちろんボーウェン夫人と一緒に行くつもりだ。

　屋敷をさがすと、ダーナはいつものように日当たりのいいセイラの部屋で赤ちゃんをあやしていた。

「ダーナ」

　声をかけると、ダーナがくちびるの前に指をあてる。

「今眠ったところなの」

　わかった、とキリエはあわてて口を押さえうなずいてみせる。そして、そっと近づき赤ちゃんの顔を覗き込むと、すやすやと気持ちよさそうに眠っていてつい笑みがこぼれた。

「セイラさまは？」

　小声で尋ねると、ダーナも小声で返す。

「先程薬を召し上がってお休みになってるわ」

　セイラの体調をキリエはダーナと話し合い、それからボーウェン夫人の話をきかせた。

「本当に？」

「ええ、こんな機会がやってくるなんて、思ってもみなかったわ」

　キリエたちがボーウェン夫人と知り合ったのはまったくの偶然だ。彼女が太王太后に仕える女官だと言うこともこれまで知らなかった。

「じゃあ、ボーウェン夫人とお城へ行くの？」

「もちろんよ、絶好の機会だもの」

　この国に到着したものの、どうやって『鍵』がある城へ入ることができるのか、ずっと頭を悩ませていたのだ。

「キリエ……」

　ダーナがなにか言おうとすると、赤ちゃんがぐずりだした。

「よしよし」

　うるさくしてしまったとキリエが謝ると、ダーナが言った。

「ごめんなさい、話の続きは夜にしましょう」

　うなずいてキリエはそっと部屋を出た。

　王城でどう国王に近づくか、考えを巡らせながら。










「……キリエ」

　その夜、深刻そうな面持ちでダーナが部屋に戻ってきた。

「遅くまでお疲れさま。セイラさまのご様子は？」

　ここのところ、とても調子がいい、とダーナが答える。

「順調ね。そろそろ庭くらいなら少し散歩したりしてもいいかもしれないわ」

　ダーナが心ここにあらずと言った様子でうなずく。

「……どうしたの、ダーナ？　なんだか様子がおかしいわね？」

　そう言うと、ダーナが意を決したように口を開いた。

「キリエ……私、このお屋敷に残ってはだめ？」

「え？」

　思ってもみない話にキリエは驚く。

「私も一緒にお城に行った方がいいっていうのはよくわかってる。力を合わせて『鍵』を取り戻すのがこの国にきた目的だもの。でも、まだセイラさまの体調は安定したとは言い切れないでしょう？　もう少しおそばについていてあげたいの」

「ダーナ……」

　正直、ひとりで行くのとダーナが一緒なのとでは、かなりの差があると思えた。城へ行けば味方がいないことになる。

　だが……。

「わかったわ。ダーナはここに残って。城へはわたしひとりで行く」

　ダーナがはっと顔を上げる。

「ごめん、わたしだってキリエと同じ役目を負ってきたのに」

　キリエは首を振った。

「いいの、気にしなくて。それに、そのほうがわたしもいいと思うわ。赤ちゃんもセイラさまもダーナがついていれば安心だもの」

　それに、とキリエは続けた。

「困っている人を助けるのがわたしたち『魔女の姉妹』の本来の役目よ。だから、ダーナは間違っていない。大丈夫、まかせて。城へはわたしひとりで行くわ」

　その代わり、森の姉妹たちへ連絡して薬草を送ってもらうよう頼んだ。このあたりでは薬草が手に入らない。城下町は栄えていて、見渡す限り建物ばかりだからだ。どこかの森へ採取に行くにも、かなり時間がかかる。だが、この屋敷になら足を運ぶ機会もあるはず。

　後のことはダーナにまかせ、キリエは翌朝、再び荷物をまとめた。

「気をつけて、姉さん」

　ダーナが腕を広げ、キリエをぎゅっと抱きしめる。キリエもダーナの思いに応え、背中に腕をまわした。

　ダーナのやさしいぬくもりに、心細さがふくらむ。

　そもそも、キリエたちは普段森で暮らしていて、王族が住む城のような華やかな場所とは無縁の生活をしているのだ。

　上手く立ち回れるだろうか、と不安がないわけではない。

　だが、ダーナに気弱なところは見せられなかった。

　キリエはそっと身体を離し、ダーナの顔を見た。

「行ってくる……きっと『鍵』を見つけてみせるわ」

　こうしてキリエは単身、王城に潜入することになったのだった。










「そんなに緊張しなくて大丈夫よ。キリエのことはもう手紙で陛下にお知らせしているから」

　ボーウェン家の馬車でキリエは夫人と一緒に王城へと向かっていた。夫人には向かいに座るキリエがどことなく落ち着きがないのが見てとれるのか、なにかと心配してくれている。

「ありがとうございます。ですが、お城なんて場所も、そんな身分の高い方にお目にかかるのもはじめてなもので」

　キリエがそう正直に言うとボーウェン夫人が笑った。

「キリエくらいの腕があれば、いずれそういう方にお仕えすることになっていたはずよ。もっと自信を持ちなさい」

「はい」

　馬車はゆるやかな勾配を上り、王城の入口へと向かっている。

　キリエは胸がどきどきしていた。

　もちろん、太王太后に謁見するのも緊張するが、やはり本来の使命を思うと身が引き締まる。

　この城のどこかに、おそらく『魔女の鍵』があるのだ。

　そして、『鍵』を持つ国王とは一体、どんな人物なのか――――

















第三章












　通された太王太后の私室は、城の南側の日当たりのいい場所にあった。

　部屋の調度は華美ではないが、落ち着いていてどれも手入れが行き届いている。その部屋の奥にある深い紫色の長椅子にひとりの老婦人がゆったりと身体を預けて座っていた。

「キリエ、このお方がマーシャ太王太后陛下です。ご挨拶を」

　キリエは視線を落としたまま、しずしずと太王太后の前に進み出た。

「そなたが、カーラの申しておった薬師か？」

　キリエはさっと膝をつき、頭を垂れた。

「はい。本来ならばこうして御前にまかり越すこともかなわぬ身ですが、この度ボーウェン夫人に光栄にも薬師として推挙いただきました、キリエと申します」

　ふむ、と太王太后から品定めされている気配にキリエは動かずじっとしていた。

　純粋に薬師として仕えるためにやってきたのではないせいか、緊張してしまう。

　しばらくして、太王太后が口を開いた。

「して、キリエとやら、そなたはどこから参った？」

「オルグレンの片田舎、ハイエルの町でございます」

「……オルグレンとな？」

　さすがに聞き捨てならなかったらしい。当然だろう。つい先日このエウリーシュが攻め落としたばかりの国だ。だが、キリエは必要以上の嘘は混ぜないようにしている。

「オルグレンの者がなぜいまこの国へ参った？」

　不安定な情勢の国を旅するのは危険が多い。女の身であればなおのこと、落ち着いてから旅立つのが当然だ。

「はい。それは……一月前から予定を決めておりましたからです」

「予定？」

「わたしは薬師ですから、旅の予定はすべてその行き先々に生える薬草の時期に合わせております」

　薬草が生える時期を見越して、その薬草を各地で採取し、調薬しながら旅をするので予定どおり出発したのだとキリエは丁寧に説明した。

「なにより、ここエウリーシュの軍は統率がとれていて、略奪などもなく安心との噂でしたので、予定どおり旅に出ました。おかげでわたしのような女だけの旅でもここまで何事もなく辿り着けました」

　これも本当だった。

　オルグレンの王都でも略奪など、兵士の横暴な振る舞いは見聞きしなかった。

　キリエの話に明らかに太王太后の声音が変わる。

「当然ぞ。我が国の軍は、規律も厳しく、国王自ら指揮をとっておるからな」

「もちろん存じております。ここまで国王陛下のご高名を耳にしながら参りました」

「そうであろう。王はわたくしの自慢の孫ぞ」

　キリエは顔を少し上げ、ちらりと太王太后の顔を見た。

　厳しそうな表情がゆるんでいる。

　言葉どおり自慢の孫なのだろう。

「なるほど、あいわかった。さっそくだが、わたくしがそなたを城へ呼んだのは他でもない。この城につとめる侍医が気に入らぬのだ」

　これははじめにボーウェン夫人よりきいていた。

「それは、なにゆえでございますか？」

　ふう、と太王太后はため息をつく。

「いまこの城につとめる医師は、代々この城の侍医をつとめている血筋でな。それで最近身体の弱った父に代わって侍医となってまだ若いのだが……」

　太王太后の表情がまた険しくなる。

「わたくしが夜あまり眠れぬと言ったところ……あの侍医め、なんと申したと思う？」

「それは……」

　なんと答えていいものかキリエが困っていると、太王太后が続けた。

「それは年です、陛下、と申したのだ！」

　太王太后が拳で肘掛けを叩き、部屋になんともいえない沈黙が降りた。

　横目でボーウェン夫人を見ると扇で顔を隠している。

　キリエは、まず、太王太后の気持ちに寄り添うことにした。

「確かに、人は年齢を重ねると以前のようにぐっすり眠れなくなることも多いものです。ですが、それは眠る前の習慣のせいだったり、いろいろと原因があったりいたします。わたくしでしたら、太王太后さまから詳しくお話をうかがって力になれるかと存じます」

　またじっと太王太后に見つめられる。

　キリエは平然とその視線を正面から受けとめたが、内心でははらはらしていた。

　太王太后の目はなにもかも見透かしているのではないかと思うほど、鋭い。

　ここで追い返されれば、もう二度と城へ入ることはできないだろう。

「よし。では、試しにしばらくそば近くに仕えることを許そうぞ。働きがよければ正式にわたくしの薬師として取り立ててつかわす」

　キリエは深々と頭を垂れた。

「心よりお仕えいたします」

　やった……！

　キリエは密かに手を握りしめた。

　胸の内に、達成感とともに森で待つ姉妹たちやダーナの顔が浮かぶ。

　まずはほんの一歩に過ぎないが、大きな前進でもある。

　ここから太王太后の信頼を得て、国王へと近づく足がかりにするのだ。

　そうしてキリエはまず一日中太王太后のそばを離れないでいることにした。彼女の普段の生活を細かく観察することからはじめたのだ。

「わたしのことはお気になさらず、普段のとおりお過ごしになってください」

　太王太后は普段からまわりに多くの女官が控え、注目を集めているからか、そこにキリエがひとり増えたくらいではまったく気にする様子はなかった。

　おかげで遠慮なく、太王太后の生活を観察できた。

「キリエとやら、見るがよい」

　手招きされキリエは太王太后のとなりに立った。

「とても大きな窓ですね。こんな大きな窓ははじめて見ました」

　見上げるほど高い天井と、同じ高さまである大きなガラス窓だ。ゆうに三階分はあり、大変な贅沢としか言いようがない。

　太王太后は上機嫌で言った。

「これと、ここから見える庭がわたくしの自慢での」

　確かに素晴らしい庭だった。

　広大な芝生の中央には大きな池と噴水があり、そこから噴き出す水に鮮やかな虹が架かっている。

　美しい水鳥がゆったりと身を休め、生け垣には木香薔薇が咲き乱れていた。

「この窓辺で午後を過ごすのがわたくしの日課なのだ」

　あたたかい日差しを浴びながら、太王太后はその日の午後を実に優雅に過ごした。貴族の夫人たちに囲まれにぎやかに談笑し、少し陽が陰ってきた頃にはお茶と色とりどりの小さなケーキや果物がテーブルに並べられる。

　それから日が暮れ、またどんな豪華な夕食がテーブルに饗されるのかと思っていると、意外にも野菜のスープやパンなど軽食だった。太王太后は普段からあまりちゃんとした夕食をとらないようだ。

　そして、太王太后はまた眠るまで女官たちとおしゃべりをしながらお茶を楽しんでいた。

　夜も更けてようやく太王太后が寝室へ向かい静かになった。

　女官のひとりが続き部屋に控えて夜を過ごすことになっているが、他の女官たちはそれぞれ王城内にある自分の部屋に引き取っていった。

「キリエ、あなたももうお下がりなさい」

　ボーウェン夫人にそう言われ、キリエも用意された部屋へと下がることにした。










　昼間は多くの者が忙しく立ち働いている王城とはいえ、夜も更けた今はひっそりとしている。

　部屋へと向かう長い廊下も、人影はない。

　太王太后の部屋から辞し、ひとりになってキリエは大きく息をついた。

「はぁ……」

　さすがに疲れを感じる。

　女官や、太王太后のご機嫌伺いにくる貴族の夫人たちは、特にキリエに注意を払ったりはしなかったが、やはり慣れない場所で気疲れした。

　クタクタに疲れていたが、部屋に戻る前に夜風にあたり、井戸から汲んだばかりの冷たい水で顔を洗ってさっぱりしたかった。

　厨房などは城の西側にあると聞いていた。

　そこに行けば井戸もあるだろう。

　思ったとおり、厨房へと続く廊下の先に扉があった。

　音を立てないように開けてみると、そこは月明かりに煌々と照らされる中庭だった。

　中庭といっても太王太后の部屋から見えるようなものではない。土が剥き出しの地面に、井戸端には洗濯場があり、あたりは物干しがずらりと並んでいる。

　華やかな王城の生活を支える場だ。

　昼間は立ち働く者たちでさぞにぎやかだろうが、いまは誰もいない。

　キリエは井戸で水を汲み上げ、顔を洗った。

「ひゃ……冷た……っ」

　思ったよりも水は冷たく、つい独り言がでてしまう。

「そこにいるのは、誰だ？」

　突然背後からかけられた声にキリエは跳び上がりそうになった。

　そして、はたとその声に聞き覚えのあるような気がした。

　だが、すぐにまさかと思い直す。

　この城に知り合いなどいない。

　なるべくあやしまれないようにしなくては、とキリエはゆっくりと振り返った。

「君は……」

「え？」

　暗がりから現れたその人影にキリエも目を凝らす。

「あ！　あなたは……」

　それは、オルグレンの港でスリからダーナの財布を取り返してくれた青年だった。

　青年はなぜか上半身になにも身につけておらず、額に汗を浮かべている。

　ぎょっとしたが、手に木剣を持っていることに気づいた。

「あ、あなた、このお城に仕えている騎士だったの？」

　青年は、まあな、と素っ気なく答えた。

　思わぬ再会に、こんな偶然があるなんて、としばしキリエは呆然としてしまう。

「君こそこんなところでなにをしている？　商人の親戚とやらには会えたのか？」

　青年はそう言いながら井戸に釣瓶を落とした。通りすがり程度に出会ったキリエの事情をおぼえていたのだと、内心驚く。

「わたしと妹は旅の薬師で、いろいろあって運良くこのお城で雇ってもらえそうなところなの」

「薬師か……道理でいいにおいがすると思った」

　何気なく言われた言葉にどきりとした。

　自分に薬草のにおいが染みついているのはわかっているが、こんなことを言われたのははじめてだった。

　青年は釣瓶を引き上げ頭から水を被ってキリエを驚かせた。

「ちょっと……風邪を引くわよ」

　大丈夫だと青年は濡れた髪を掻き上げる。髪から水が滴る様子になんだか胸が騒いでキリエは目を逸らした。

　青年は持っていた手拭いで大雑把に髪を拭きながら言う。

「それで、この城にはあの妹も一緒なのか？」

「妹は街にいるわ。わたしたち、この国へきてすぐにお城の女官の方と知り合ってお世話になっていたの。ボーウェン夫人って方よ。その縁でわたしはここに来たけど、妹はまだボーウェン夫人のお屋敷で用があるから残っているの」

　そう答えると、青年はさぐるようにキリエを見た。

　なぜかどぎまぎしてしまい、思わず視線を彷徨わせてふと気づいた。

「そ、そこ、血が出てるわ」

「うん？」

　青年が腕を見る。そこには擦り傷ができていて血が滲んでいた。

「よかったら見せてみて」

「ああ」

　青年が素直に腕を差し出した。

「そんな大した傷じゃないだろう？　剣の訓練をしていればこれくらいよくある。すぐ治るさ」

「そうね、確かにそんな深い傷じゃないみたい。でも、よく効く傷薬を持っているから塗ってあげるわ」

　キリエはスカートの隠しからいつも携帯している傷薬を出した。

　胡桃の殻の入れ物に白い軟膏が入っている。

「わたしが作ったものよ」

　血止めと消炎作用のある薬草を、傷口に馴染みやすいよう蜜蝋に混ぜたものだ。

「まず念のため傷口を洗うわね」

　井戸の水で丁寧に傷口を洗い、これもいつも持っている清潔な手巾で拭く。そして軟膏をやさしく塗った。

「これで大丈夫」

　青年は傷口をまじまじと眺めている。

「どうかした？　もしかして傷口に薬が沁みる？」

「いや、大丈夫だ。ありがとう」

　そう言ったまま青年は黙ってキリエを見つめ、なんだかおかしな沈黙が降りた。

　なにか話さなければ、とキリエは内心焦りはじめたが、普段森の奥で若い男と接する機会がない生活をしていて、なにを話していいのかわからない。それに、なぜ青年が黙っているのかも謎だった。

「あ、あの……」

　口を開いたキリエを青年が遮った。

「そういえば、名前は？」

「え？」

　きょとんとするキリエに青年が微笑んだ。

「まだ名前をきいていなかったと思って」

「あ、そ、そうね、名前は……キリエよ」

　キリエもなんだかぎこちなく微笑む。

「キリエは、ここでなにをしていたんだ？」

　誰もいない夜更けの中庭にひとりでいれば不思議がられても仕方がない。

「別に、なにってわけじゃないの。ただ、ひとりで夜風にあたりたかっただけ」

　ぼんやりとした理由過ぎて不審がられるかと思ったが、青年は納得したようにうなずいた。

「そうだな。城勤めはなにかと気苦労も多い。いろんな者が働いているし、落ち着かないことも多いだろうな」

　だが、流されて自分を見失うな、と青年は続ける。

「自分を……？」

　どういう意味か問おうとした時、ふいに青年に抱き寄せられた。

「……っ！」

　突然のことに驚いてしまいキリエは抵抗できなかった。逃れようともがくが、青年の腕はびくともせず、口元も大きな手で覆われて悲鳴も上げられない。

「んん……っ」

　青年はキリエを抱きしめたまま井戸の陰に身を寄せ、じっと息をひそめている。なにかを警戒しているようだと気づき、キリエももがくのをやめてあたりに注意を向ける。

　すると、中庭を横切ろうとする人影がふらりと現れ、キリエを抱きしめる青年の腕がぴくりと反応した。

　警戒している。

　危険な人物なのかもしれない。

　キリエも緊張し固唾を飲んでその人影を見つめていると、急にふらふらしはじめた。

「……？」

　どうやらただの酔っ払いのようだ。

　ほっとすると、いまさら青年の裸の胸に抱きしめられていることにキリエは気づいた。

　だが、青年は酔っ払いが中庭から出て行くまで腕をゆるめる気はないようだ。

　若い男と言葉を交わす機会もなくこれまできたのに、突然こんなことになってキリエはどうしていいかわからなくなっていた。

　とにかく早くこの腕から解放されたい、と焦った。

　だが、当の酔っ払いはキリエの気も知らず、なにかぶつぶつ言いながら千鳥足で歩いて行く。そして、ゆっくりと使用人たちの部屋がある棟の方へ消えていった。

　それを見てようやく青年の腕の力がゆるみ、キリエは解放された。

「驚かせて悪かった」

　青年が平然としているのを見て、キリエは自分だけがどぎまぎしていることを悟られないようあわてて言った。

「確かにちょっと驚いたけど……でも、ただの酔っ払いでしょう？　どうしてそんなに警戒していたの？」

　騎士という身分を考えれば当然なのかもしれないが、いささか過剰な気がした。

「城の中にいるからといって、安全な人物とは限らないからな。ここで暮らし、働いている者でもその全員が王に忠誠を誓っているわけではない」

「え……それって……」

　キリエは冷や汗が出た。

　懸命に表情に出ないようにつとめる。

「なにかよからぬ企みのために、潜り込んでいる者もいるということだ」

　用心に越したことはない、と青年は言った。

「だから、君もこんな時間に特に理由もなく中庭をぶらついていたりしたら、あらぬ疑いをかけられるぞ」

　キリエは息をのんだ。

「し、知らなかったの。これから気をつけるわ」

「そうするといい」

　そう言うと、青年は踵を返し立ち去った。

　後に残されたキリエはしばらく呆然と立ちつくしていたが、夜風が冷たくなってきたことに気づき、はっと我に返る。

「なによ……自分の名前は教えないで行ってしまったわ」

　だが、同じ城にいるのだからまた会えるかもしれない、と思うと、なんとなく気分が明るくなった。










　翌朝、キリエはまずボーウェン夫人の部屋をたずね、彼女と一緒に太王太后のもとへと向かった。

「今朝、マーシャさまは内務大臣と話をされているはずだわ」

　キリエは驚いた。

「陛下も政に関わっておいでなのですか？」

　昨日の様子からでは気ままな隠居生活を楽しんでいるようにしか思えなかったのだ。

「ええ、まだ国王が即位されたばかりだから、マーシャさまもなにかとその政務をお助けしているのよ。ご自分では雑事を手伝っているだけだとおっしゃっているけど」

　部屋をたずねてみると、国務大臣らしき壮年の男が椅子から立ち上がるところだった。

「では、私はこれで」

　太王太后が鷹揚にうなずき、国務大臣が一礼してその場を離れようとしてキリエたちに気づいた。

「これは、ボーウェン夫人。ご機嫌いかがですかな」

　ふたりは親戚らしく、ボーウェン夫人も楽しそうに話をはじめた。キリエは一足先に太王太后に朝の挨拶に向かった。

「キリエか。ようきたな。朝から政務でな、もう疲れたわ」

「でしたら、わたしの煎じた薬草茶などいかがでしょう？」

　太王太后は興味を惹かれたようだ。

「そうだな。いいだろう。ここに持て」

「よろしければ、お庭にご用意しましょう」

　キリエがにっこりと微笑みながら言うと、太王太后は少し眉を寄せた。

「庭？　庭ならこの部屋からも見えるではないか」

「今日は天気もよく、朝の気持ちのいい風も吹いておりますから」

　太王太后は渋ったが、国務大臣との会話を終えたボーウェン夫人が口添えしてくれる。

「たまにはお庭にでるのもよろしいではありませんか」

　そこに横から国務大臣が口を挟んできた。

「いやいや、それはなりません」

　意外そうな顔をしてボーウェン夫人が国務大臣を見る。そして、口を出さないよう表情で伝えようとするが、国務大臣は気づかない様子で嘆いた。

「陛下が庭におでましになったら、そのお美しさにせっかく咲いている芍薬が恥じらって枯れてしまいますぞ」

　キリエたちは、一瞬呆気にとられてから笑った。

　太王太后も朗らかに笑っている。

「そうまで申すのなら、どれ、その芍薬を見に行ってみようか」

「でしたら、そこまでご案内する名誉を私めにお与えください」

　うやうやしく国務大臣が腕を差し出し、太王太后は機嫌良く立ち上がった。国務大臣はボーウェン夫人に片目を瞑ってみせる。

　談笑しながら部屋を出て行くふたりを見ながらボーウェン夫人がキリエに囁いた。

「キリエ、あなた昨日一日おそばにいただけで、マーシャさまは少しお庭に出られた方がいいと思ったの？」

「はい。まわりのご夫人たちの話からも、太王太后さまは部屋に籠もりがちなのでは、と」

　貴族の夫人たちは、室内で遊べるゲームをいくつも太王太后に提案して機嫌をとっていたのだ。

　ボーウェン夫人がため息をつく。

「そうなの。おすすめしてもあまり出歩かれないから、困っていたのよ。ここだけの話、マーシャさまは、以前大勢が見ている前で、ほんの少しの段差に躓かれて転んでしまわれたの。それがきっかけで、もう年だとお嘆きになって……」

　自分ではまだまだしっかりしていると思っていたのなら、大変な衝撃だったろう。気の毒なことだ。

　そして、そのことがきっかけで部屋に籠もって過ごすことが多くなったらしい。

　キリエの思ったとおりだった。

「では、わたしはお茶の準備をして参ります。それまで太王太后さまが部屋にお戻りにならないようにお願いいたします」

　わかったわ、とボーウェン夫人が請け負ってくれて、キリエは裏口から庭へ急いだ。

　準備が整う頃に、国務大臣と腕を組んで太王太后がやってきた。

「いま準備が整いました」

　キリエは時間があるなら、と国務大臣にも椅子をすすめる。

　大臣はよろこんで椅子に座った。

「よいのか、レブリー。あれほどわたくしを急かして書簡に目を通させておったのに」

「もちろん、陛下がお早く目を通してくださったおかげでこうした時間がもてるのです。我らが国王もおよろこびになるでしょう」

　お茶菓子を準備していたキリエは、国王の話にどきりとした。

　太王太后と国務大臣ともなれば、国王のことをよく知る身近な人物だ。その人となりを知ることのできるまたとない機会かもしれない。

　キリエはお茶を煎れながら聞き耳を立てた。

「して、あれは戻ってきてどうしておる？」

「オルグレン国のことはデラック将軍にまかせて問題ないようで、一安心されておいででした」

「そうか。最近忙しいようでわたくしのところには顔も出さぬ」

「でしたら、お顔を出されるようにと伝えておきましょう」

　残念ながら国王の話はそこで終わり、あとは芍薬が見事だったという話題に移ってしまった。

　一体、国王はどんな人物なのだろう？

　オルグレンの港で見た軍船が思い出される。あの巨大な軍船を率いているのだ、さぞ堂々とした姿の国王に違いない。

「キリエ、この茶、意外な味だの。甘酸っぱいとは思わなかったぞ」

　はっとしてキリエは物思いから覚めた。

「は、はい。疲れをとる薬草と、気分が落ち着く香りのよい花びらに蜂蜜を加えております」

　甘酸っぱいのは花びらのおかげで、それがさらに疲れをとる効果がある。意外にもレブリー国務大臣にも好評で、朝の日差しの中、おだやかな時間が流れた。

　大臣とのおしゃべりも一区切りついた頃を見計らい、キリエは太王太后に声をかけた。

「陛下、もしよろしければ、水鳥に餌をやってみてはいかがです？」

　思わぬ提案だったのか、太王太后が目を丸くしている。

「水鳥にか？　このわたくしが？」

　横にいたボーウェン夫人がさすがに眉を顰めた。

「まあ、キリエ。陛下にそんなことをすすめるなんて……」

「意外とやってみれば楽しいものですよ」

　そう言ってキリエはパン屑の入った袋を太王太后に手渡す。渋々立ち上がった太王太后が池に近づいた。

「ご覧ください。もう気配を感じて水鳥たちが待っていますよ」

　太王太后の足元に水鳥がそわそわしながら待っている。それを見たからか、仕方ないとばかりに太王太后は袋に手を入れた。

「ふむ……こうか？」

　太王太后がパン屑をひとかけらぽとりと池に落とすと、水鳥がさっとすくって食べる。

「おお、食べたぞ。見たか、レブリー」

「お見事ですな」

　国務大臣が褒めそやし太王太后は楽しくなってきたようだ。水鳥たちも水面をすいすいと泳ぎながら集まってくる。

「待っておれ、今そちらにも蒔いてつかわす。これ、行儀よくせぬか、太王太后の前ぞ。わかった、わかった、それ」

　太王太后が、子どものように夢中で餌やりを楽しんでいるのを見て、ボーウェン夫人がキリエに微笑んだ。










「ふう、久しぶりに汗をかいたぞ」

　太王太后がキリエにパン屑の入った袋を戻した。

「ようございました。水鳥たちも太王太后陛下手ずから餌をもらえるなどこのような幸運、二度とないと思っているでしょう」

　太王太后が池を振り返った。

「……まあ、また気が向いたら餌をやってもよいぞ」

「それがよろしいと思います」

　太王太后は、疲れたと言って部屋へ戻り、貴族たちの訪問もボーウェン夫人に断らせていた。

　ただ、ボーウェン夫人とキリエだけがそばにいるよう申しつけられたのだった。

「のう、カーラ。たまにはこうして静かに過ごすのもよいものだな」

「そうでございますわね。おしゃべりに花を咲かせるのも楽しゅうございますけれども、こうしていると昔を思い出しますわ」

　太王太后が先々代国王のもとへ嫁いできて王太子妃となったばかりの頃、貴族たちとも馴染めずボーウェン夫人とよくふたりだけで過ごしていたらしい。

　ぽつぽつと昔話をするふたりのそばでキリエは薬草を煎じながら過ごした。いつもとは違った一日に、太王太后は満足している様子だった。

　そして、夜も更けた頃、太王太后が休む準備を手伝っていた侍女に言った。

「これ、いつものを持て」

　すぐに侍女は慣れた様子でお茶を運んできた。

「陛下、少しお待ちください」

「どうした、キリエ？」

　トレイに載ったお茶をとろうとした太王太后が手を止める。

「とても高価なお茶のようですね」

「ほう、香りだけでわかるのか？」

　キリエがうなずくと、太王太后は感心したように説明する。

「遠くファランの国から取り寄せた高直な薬草茶でな。購った商人によると、とても珍しい薬草ばかり煎じてあって、その……若返りの効果があるそうじゃ」

　少し恥ずかしそうに太王太后は言った。

「確かにとても高価な薬草の香りです。この特徴のある香りは竜尾草というかなり珍しい薬草ですね。血の巡りをよくする薬草で身体にはとてもいいものなのですが、ただ、少し気になることが……」

　煎れる前の茶葉を見せて欲しいと頼むと、侍女が持ってきてくれた。

　布の包みを開くといろいろな薬草が混ぜられている。

「やはり飲むと眠れなくなる薬草も入っていますね。この薬草も血行をよくするもので、飲めば頬に赤みが差し、若々しく見えるものです」

　ですが、と続けた。

「こうした効果の薬草を二種類混ぜるのは、よく眠りたい方には合わないんです」

　なるほど、と太王太后が考え込む。

「そういえば、あまり眠れぬようになったのも、この薬草茶を飲み出してからかもしれぬな」

「もちろん血の巡りをよくするという効果はありますので、お休みになる前にだけ控えれば問題ありません」

　なんとなく、若返りの薬草茶だということで、人前で飲むのははばかられたのだろう。だから、ひとりになる時、つまり眠る前に飲んでいたのではないか。

「では、今宵からはやめておこう。それどころか、久しぶりにいつもと違って眠くてたまらぬ」

　太王太后は口元を手で覆いあくびをしている。

「今日は、運動をされたり、お休み前に静かにお過ごしになられたりしたのがよかったのだと思います」

　そこで太王太后はにやりと笑った。

「なるほどな、キリエ。すべてそちの思ったとおりになったわけだな」

　キリエは答えずに曖昧に微笑んだ。

「ふふ、気に入ったぞ、キリエ。ほんのわずかな間でこのわたくしに取り入るとは、大したものよ」

　もちろんキリエも必死だった。

　急ぐ理由があるからだ、本来の使命のために。

「少しはやい気もするが、正式に、わたくしの薬師として召し抱えよう」

　部屋も女官たちの並びに用意し、必要なものはなんでも揃えられるように手配せよ、と太王太后はボーウェン夫人に申しつけた。

「ありがとうございます」

　鷹揚にうなずいて太王太后は寝室へと向かった。寝室にはすでに眠りを誘う香を焚いてある。きっとよく眠れるはずだ。

「お休みなさいませ、陛下」

　キリエは頭を下げ、太王太后が満足そうに寝室に消えるのを見送った。






　これで、ひとまず王城に居場所を確保した。

　明日から、本来の目的である国王の情報を集め、『鍵』の在り処をさぐるのだ。

　できれば国王本人に接してみたい。

　それには、もっと太王太后の信頼を得なくては……。






　キリエは足取りも軽く、井戸のある中庭へ向かった。

　だが、どれだけ待っても先日のように青年の姿は見えない。

　もちろん、約束をしたわけでもないから会えなくても当然だったが、なんだかがっかりしてしまい、キリエは部屋へ戻ったのだった。
















第四章












　正式に薬師となったキリエの、王城での暮らしは目まぐるしかった。

　太王太后の話を聞きつけ、他の貴族の婦人たちからもいろいろと相談を受けるようになってしまったのだ。そして、ある婦人の体調がキリエの薬草でよくなると、またその婦人が友人たちに話し、さらに依頼が増えるのだ。

　皆、最初は当たり障りのない体調不良を相談してくるが、キリエの腕が確かだとわかると、次第に難しい病状を相談してくるようになり、忙しかった。

　しばらくしてやっと時間ができてボーウェン家の屋敷にいるダーナに手紙を出し、ひとまずの近況を報告した。すぐに返事がきて、ダーナはダーナで、がんばっていると書かれていた。そのおかげでボーウェン夫人の孫娘セイラの体調も安定したらしい。

　太王太后の薬師として、正式に雇われているキリエは城の中を自由に歩き回っても咎められないようになった。

　時間が空いている時はあちこち歩き回るようにしているが、宝物庫の場所もわからないし、国王の姿をちらとでも見かける機会はない。

　その代わり、城で働く者たちからも薬草を煎じて欲しいと頼まれるようになった。

　火傷によく効く薬草を使った軟膏は、厨房で働く者たちによろこばれた。

　今日もまた厨房の前を通りかかると、呼び止められて包みを渡される。

「キリエ、これ持っていきな」

　厨房を取り仕切っているハンナだった。気難しそうな顔をした女性だが、親しい者にはやさしいと言われている。

「いつもありがとう」

　そんなハンナにキリエは特にかわいがられていた。よくこうして料理をわけてくれる。

「いいにおい。開けてみてもいい？」

　かまわない、と言われキリエが包みを開けると、中には切り分けられた燻製肉と蒸したジャガイモが入っていた。燻製肉はつやつやとしていて、思わず端の方の肉を口に入れてしまった。

「おいし……！　これって、とってもいい肉を使ってるんじゃない？」

「猪肉の燻製だよ。陛下にお出しするために試作したのさ」

　ハンナが自慢げに言った。

「国王陛下って、まだ一度もお見かけしたことないんだけど、城にはいらっしゃるのよね？」

「お忙しい方だからね。夕食も大広間で臣下の者たちと召し上がるのもまれだよ」

　国王の夕食は部屋へ届けることが多いらしい。

　やはり下働きの者で国王のことを詳しく知っている者はいなかった。新しく知ることができたのは、即位したばかりの王はまだ結婚していない、ということだけだ。

「そうだ、猪の肉ならいい薬草があるわ。焼く時に使うと、とってもいい香りがつくの」

　その薬草のことを詳しく話すとハンナは興味津々で聞いていた。

「肉料理にいろいろと薬草は使うけど、そういうのは使ったことがないね」

「深い森の奥にしか生えてないから、あまり知られてないのよ。でも、森で暮らしていると、猪の肉はごちそうだから……」

　キリエの話にハンナが少し驚いたように言った。

「森？　あんた、森で暮らしてたのかい？」

　キリエははっとした。

　つい口が滑ってしまった。

　森に棲む者といえば、大抵が野盗やおたずね者だ。キリエたちが棲んでいる森は安全だが、誤解されてもおかしくない。

「暮らしてたって言うか、薬師って、薬草をさがして何日か森で過ごすこともあるのよ」

「ああ、なるほどね」

　なんとか不審に思われずに済んで、キリエはほっとした。

　気をつけなくては、どんな些細なことから、あやしまれるかわからない。

　あとで猪肉用の薬草を持ってくると約束してキリエは厨房を離れ中庭に向かった。今では昼間も中庭に顔を出すようになっていたのだ。城で働いていて薬草を必要としている者は、いくらでもいる。

「よう、キリエ」

　キリエは声をかけられて振り返った。

「ケクランさん」

　すっかり顔なじみになった庭師だった。以前、もうずっと前から息子とともにこの城で庭師として働いていると話していた。

「またあの薬草茶、頼むよ」

「昨夜も飲み過ぎたの？」

　キリエは大げさに肩をすくめた。

「まぁ、そう言うなよ」

　ケクランは庭師としての腕はいいが、飲み過ぎるのが玉に瑕の気のいい中年男だ。

「仕方ないわね。はい、よく煮出して飲んでね」

　キリエはいつも肩にかけている鞄から薬草茶の包みを出した。

「助かるよ、お代は……」

　懐をさぐるケクランにキリエは微笑んだ。

「いいわよ、お代なんて。それより、太王太后さまのお庭、とっても素敵ね」

　そう言うと、ケクランはむっとした。

「あそこは息子がやってんだ。俺は国王さまの部屋から見える庭を整えてんだぜ」

「そうだったの。さすがに国王陛下のお庭はまだ見たことがないわ。だってあのあたりは衛兵がいっぱいいるもの」

　それは当然だとケクランは言った。

　国王の私室のまわりはやはり厳重な警備がなされているらしい。

「一度でいいから見てみたいんだけど」

　難しい顔をしながらケクランが顎を撫でた。

「国王陛下がご不在の時なら、なぁ」

　それでは意味がない。

　目的のためには手段も選ばない覚悟ではいたが、誰かに迷惑をかけてまでとは思えなかった。

「でも、そんなこと頼んじゃなにかあったら悪いわよね。気にしないで」

　少しでも国王に近づく手立てを見つけなくては、と焦るがやはりなかなか上手くいかないものだ。

　ケクランが仕事に戻るのを見送り、キリエは国王の私室がある階になんとか入り込めないかと考えを巡らせはじめた。

「キリエ」

　突然背後からかけられた声にキリエは悲鳴を上げそうになった。

「び、びっくりした……！」

　そこには、あの青年が立っていた。

「そんなに驚くことか？　名前を呼んだだけだろう？」

　キリエは大きく息をつく。

「名前を呼んだだけって、あなたは自分の名前も言わずに行ってしまったのに？」

　青年は頭を掻いた。

「ああ、悪かった。普段あまり名乗ることがないから、ついな」

「名乗ることがない？」

　もしかして、そんな必要もないほど名のある騎士なのだろうか？

　そう思い、まじまじと青年を見る。

　だが、青年は着飾っているわけでもないし気取ったところもない。おかげであまり騎士らしく見えなかった。

「それで、あなたの名前は教えてくれないの？」

　キリエがたずねると、青年は一瞬ためらうような様子を見せた。

「俺は……レオだ」

「レオ？　レオって呼んでもいいのかしら？」

　かまわない、とレオは言った。

「それで、今日はどうしたの？」

　またどこか怪我をしてキリエに声をかけてきたのだと思ったのだ。

「別にどうもしていない。ただ、そこにいたから声をかけただけだ」

「そ、そう」

　なんだか複雑だった。この城で声をかけてくるものは、大抵キリエの薬草が目当ての相手が多い。だが、もちろん、それはキリエが薬草をきっかけにいろいろな立場の者たちに近づいたからだ。

　レオはキリエだから声をかけてくれたらしいが、そういうものなのだろうか？

　これまであまり若い男と接することがなかったキリエにはピンと来ない。

「今日も剣の訓練をしていたの？」

　レオの簡素な服装は、人前に出るものとは思えない。だから、今日も訓練をしていたのかと思ったのだ。

「そんなところだ」

　そう言いながら、レオは近くの花壇の縁に腰掛け、じっとキリエを見ている。もしかしたらこういう時はとなりに座った方がいいのかもしれない、とキリエはおずおずと少し距離をとってレオのとなりに腰掛けた。

「そうだ、よかったらこれ食べてみない？」

　キリエはなにを話していいのかわからず持っていた包みを差し出した。

　剣の訓練をしていたのなら、お腹が空いていると思ったのだ。

「これは？」

「さっき厨房でもらったの。国王陛下にお出しする料理の試作なんですって」

　レオは、そんなに口が軽そうには見えないが、ここだけの話よ、と一応口止めしておく。

「うん、うまいな」

　肉を一切れ口に運んだレオがうなずいた。

「そうでしょう？」

　なんとなくレオとの距離が縮まったようでキリエはうれしかった。するとレオがもう一つ摘まんだ肉をキリエに差し出した。

「ほら」

　レオは肉をキリエの口元に持ってきている。

「え？　ちょっと……」

　驚くキリエの口に肉が放り込まれた。指先がくちびるに触れてどきりとしてしまう。そんなキリエをレオが微笑ましそうに見ていて、頬が熱くなる。

「あ、あの……」

　どぎまぎしていると、誰かがキリエを呼ぶ声がきこえた。

「呼ばれているようだぞ」

「なにかあったのかしら」

　キリエが立ち上がると、こちらに向かって駆けてくる姿が見えた。

「キリエ、さがしたわ。こんなところにいたのね」

　息を切らせて走ってきたのは、太王太后に仕えるまだ入ったばかりの新人女官だった。

「どうかしましたか？」

　いまのところ、薬草を調合した相手で急に体調が悪くなるような人に心当たりはない。

「大変よ、カーラさまが倒れたの」

「え！　ボーウェン夫人が？」

　驚いて女官の顔を見ると、深刻な表情をしている。

「すぐ行き……あ、部屋に寄っていかないと！」

　いまここにある薬草だけではなく、一度部屋に戻って他のものも持っていかなくては。先に戻ってくれるように女官に頼む。

「お願いします」

　そう言って、自分も駆け出そうとしてキリエは足を止めた。

　レオを振り返る。

「あ、あの……！」

　動転してなんと断っていいかわからなくなっていると、レオが落ち着いた声で言った。

「わかっている。なにも気にするな。すぐに行くんだ」

　キリエはうなずいて、駆け出した。










「いやね、倒れたなんて大げさに。ちょっとふらついて椅子にへたり込んだだけなのに」

　ボーウェン夫人はベッドで力なく微笑んだ。

「お風邪だと思います。いま城でも同じような症状を訴えている方が何人もいますから」

　熱は高くないが、倦怠感があるようなので、風邪というより疲労の方が大きいようだ。

「きっと、王城に戻ってきて力が抜けたのね。孫の子が生まれてからずっとあわただしかったし……」

　ボーウェン夫人は、若くして太王太后の女官となってからずっと王城で暮らしていたのだ。結婚し、娘もその孫もこの城で生まれ育ったのだから、ここが自分の家のようなものなのだろう。

「そうですね。しばらくゆっくりお休みになればよくなります」

「ありがとう……」

　眠りを誘う薬草を入れた風邪薬を飲ませたからか、ボーウェン夫人はうとうとしはじめている。それから夫人が眠ってしまってからもしばらく見守っていると、他の女官がそっと寄ってきてキリエの耳元に囁いた。

「……太王太后さまが心配なさって、カーラさまのご様子を知りたがっておられるわ」

「わかりました。わたしが行って直接ご説明します」

　その女官に後を頼み、キリエはボーウェン夫人の部屋を出て太王太后の部屋へ向かった。

　廊下を歩いていると、窓の外の日が暮れかかっていることに気づいた。

　今ごろ森では姉妹たちが夕食の準備をしているはずだ。森での食事は質素なものだが、姉妹たちがそれこそ得意の薬草で風味を加えて工夫が凝らされている。

　なにより、みんなでテーブルを囲むとなんでもおいしく感じるのだ。

「……っ」

　自分はどうしてこんなところにいるのだろう……。

　ふいに襲ってきた虚無感に足を止め、キリエはしばらく呆然と窓の外を眺めた。

　いまの自分は、大きな木の枝から離れてきりきりと舞い落ちる葉っぱのようで、このままでは、目的を見失ってしまいそうだ。

「……いけない、太王太后さまをお待たせしては」

　頭を振り、気弱な考えを追い出してキリエは太王太后の部屋へと急いだ。午後、太王太后は自室の居間にいることが多い。

　部屋の入口にいる女官に太王太后の在室を確認し、キリエは広間に入る前に声をかけた。

「太王太后さま、キリエです。ボーウェン夫人のことで参りました」

「おお、待っておったぞ。かまわぬ、こちらへ」

　太王太后の弾んだ声が返ってきた。

「失礼します」

　そう言いながらいつものように部屋に足を踏み入れたキリエは驚いた。長椅子に座る太王太后の前に、いつもより華美な服装のレオが立っていたからだ。

「レ……」

　思わず出そうになった言葉を飲み込む。

　レオは、太王太后の部屋に入ることができるほどの身分ある騎士なのだ。

　だったら、なぜあんな気安くキリエと言葉を交わしてくれていたのだろう？

「近う、キリエ。遠慮せずともよい。そなたはもう存じておるか？　こちらにおわすはこの国の王にして我が孫、レオナールぞ」

「え……」

　キリエは絶句して立ちつくした。

　ゆっくりと首を巡らせ、レオ、いやレオナール国王を見る。

「あ、あの……」

　レオナールは澄ました顔をしてキリエを見返していた。

　信じられなかった。

　そんな、まさか……だ。

　あんなにどうにかして近づきたいと思っていた国王が、彼だったなんて！

「太王太后陛下の前だからといって、そんなに畏まらなくていい、キリエ」

　気安く声をかけてきたレオナールに太王太后が言った。

「レオナール、そなた、キリエを知っておるのか？」

「ええ、もちろんです。優秀な薬師だと城の中でも評判ですから」

　レオナール国王がそう言うと、太王太后が満足そうに扇を揺らした。

「そうであろう。わたくしの自慢の薬師でな。おかげで夜もよく眠れるようになった」

「ずっと悩まされておいでだった不眠がですか？　それはなにより」

　そこまで言ってレオナールがキリエを見た。

「俺からも礼を言おう、キリエ」

　呆然としていたままだったキリエは、はっと我に返った。

「い、いえ……そんな、も、もったいないお言葉……です……」

　しどろもどろで答えたものの、頭の中はそれ以上に混乱していた。

　レオが国王だったなんて、そんなことを知らずに接していたのだ。

　この前も、国王のための料理の試作品をそうとは知らずにだが、食べさせてしまった。

　他になにか無礼な振る舞いをしなかったか、これまでのやりとりを必死で思い出していると、太王太后がキリエの名を呼んだ。

「は、はい！」

　あわてて返事をすると、太王太后が少し眉を寄せる。

「なにをぼんやりしておる？　それで、キリエ。カーラの具合はどうだ？」

「は、はい。ボーウェン夫人はお風邪のようです。ですが、熱も高くなくそれほど心配はないと思います」

　どんな薬草を煎じて飲ませたのか、キリエは詳しく説明した。

「そうか、よくわかった。そなたがいれば安心だな、キリエ」

　ほっとした表情で太王太后は椅子の背もたれに身を預けている。

「陛下、俺はそろそろ……これからカーラの見舞いに行ってみます」

　それはいい、と同意しようとした太王太后が我に返ったように言った。

「いやいや、病人に気を遣わせてはならぬ。元気になったらでよい」

　そうですね、とレオナールはすぐにうなずく。

　ここで話は終わると思った。

　だが、久しぶりに会った孫を太王太后は少しでも引き留めたかったのだろう。

「そういえば、レオナール。キリエを知っておるなら丁度よかった。今度ドレスを新調しようと思うが、その時キリエにもドレスを仕立ててやろうと思っておるのだが、どのようなものがいいだろう？」

「ドレスを……？」

　レオナールにまじまじと見られてキリエはあわてて言った。

「太王太后さま、な、なにを……！　ドレスなんて、そんな、わたしのような者にいけません」

「よいではないか。そちは年頃の娘にしては飾り気がなさ過ぎるぞ」

　一度着飾らせてみたい、と太王太后は楽しそうだ。

「キリエは不思議な娘だと思わぬか？　ぱっと見は素朴だが、よくよく見るとなんとも言えぬ魅力がある」

「……そうですね」

　レオナールが同意し、キリエは恥ずかしさのあまり逃げ出したくなった。

　お世辞だとわかっていてもいたたまれない。

「例えるならば、森の妖精のようだと思わぬか？」

　キリエは内心ぎくりとした。

　見透かされているようで動揺してしまう。

「若草色の明るいドレスがいいかもしれぬな」

　そんな太王太后の提案に、レオナールが言った。

「でしたら、キリエはその森の妖精のようなよさのままにしておかれた方がよいのではありませんか？　いまの素朴な装いはよく似合っていて悪くありません。わざわざ流行りのドレスを着せて、他の娘と同じようにしてしまってはもったいない」

「え……」

　キリエは驚いた。

　そして、頬が熱くなるのを感じて俯く。

「ふむ……そうか。そうかもしれぬな、いささか残念だが」

　レオナールのおかげで話は終わり、キリエはほっとした。

「それでは失礼します、陛下。くれぐれもお体を大事になさってください」

　あっさりとレオナールは出て行ってしまい、キリエは迷ったが太王太后にボーウェン夫人のもとに戻ると告げて後を追った。

「レ……国王陛下！」

　もしかして、振り返ってもくれないかもしれない。

　そもそもキリエのようななんの身分もない者が、国王に直接声をかけていいのかもわからなかった。

　だが、レオナールは足を止め、キリエを振り返った。

「どうした、キリエ？」

　呼び止めたのに、いざ振り返られると言葉に詰まる。

　いつもとは違う出で立ちのレオナール。

　その貴公子然とした姿は近寄りがたい。

「あの……陛下、これまでのご無礼お許しください……わたしはこの国の民ではありませんので、陛下のご尊顔を存じませんで……それに、国王陛下があんな港の人混みにいるとも思ってもみませんでしたから」

　そう言うとレオナールが朗らかに笑う。

「あの時、港にいたのはほんの気まぐれだった。軍船に乗り込む前にあたりの様子を見ておこうと思っていたら、ふと君の姿が目についたんだ」

　人混みできょろきょろしていたから目立っていた、と言われキリエは恥ずかしかった。

「だから、君がこの国の民ではないことは知っている。無礼なことなどなにもなかった。それに、この城では出自を問わず優秀な者は取り立てることにしている。気にすることはない」

「ですが……」

　そもそもオルグレンの港で名乗らなかったのは不思議ではないが、なぜこの城で再会した時に国王だと名乗ってくれなかったのか……。

　複雑な思いが表情に出ていたのか、レオナールが苦笑する。

「言っただろう、普段、自分の名を名乗る習慣がないんだ」

　あまり納得できる理由ではないが、相手は国王だ。キリエはうなずいた。すると、レオナールが声をひそめて言う。

「それで君にちょっとした相談があるんだが」

「……なんでしょう？」

　キリエの心にわだかまっていたものがさっと晴れるような気がした。

　これは国王の信頼を得る絶好の機会が巡ってきたのではないか、そう直感が告げていた。

　思ったとおり、レオナールは言った。

「もちろん体調のことだ」

　キリエは自分の瞳がきらりと輝いたのではないかとさえ思った。

「わかりました。では、いつお部屋にうかがいましょうか？」

「……随分話がはやいな」

　レオナールは少々面食らったようだった。

「国王陛下に体調不良の噂など流れては大変ですから……もちろん内密に、ですよね。心得ております」

「これは、たのもしいな」

　感心したように言ってから、レオナールは今夜日が変わってから部屋をたずねてくるように、とキリエに申しつけた。

「警備兵には話しておく」

「かしこまりました」

　深々と頭を下げる。

　そして、再び頭を上げた時、すでにレオナールの姿はなかった。

　エウリーシュの若き国王、レオナール。

　知らずに接していたとはいえ、レオナールの人となりは悪くないように思えた。

　彼ならば、『鍵』のことを相談しても無下にはしないのではないか……。

「でも……」

　心が揺れる。

『鍵』を取り戻すことも大事だが、新しい庇護者が見つかればこれ以上のことはない。

　レオナールは、国王という身分だけではなく、人品骨柄卑しからぬように思える。

　重要な決断を、キリエは迫られていることをひしひしと感じた。

















第五章












　一度、城下にあるボーウェン夫人の屋敷へ行き、ダーナに相談したいところだった。

　だが、そんな時間はない。

　キリエは自室に戻り、手持ちのありとあらゆる薬草を確認していた。

　レオナールからどんな不調を訴えられても、確実に対処するためだ。太王太后は年齢、性別だけではなく、あらかじめボーウェン夫人から聞きだしていた様子である程度悩みの予想はついていた。

　だが、今回はあまりにも情報が少ない。

　キリエは鞄の奥の奥から包みを取り出した。

「本当に、これが役に立つかもしれない……」

　それは、年嵩の姉妹たちが持っていくようにと強く押した薬草だ。できれば使うことがないほうがいい、と思うほど強いものだが、無理矢理持たされた。

　ここでレオナールの信頼を勝ち取らなくてはならないのだ。

　並々ならぬ緊張感に、キリエの背筋が一瞬大きく震えた。










　レオナールが言っていた通り、キリエは国王の私室のある階に足を踏み入れることを許された。

　警備兵に部屋の場所を教えてもらい、ひとり廊下を進んでいく。

　夜も更けた廊下には、蝋燭の灯りがゆらゆらと揺れていて、キリエがわずかに感じている心細さのようだった。

「ここかな……」

　分厚そうな樫の木の扉だった。

　階下で警備されているからか、扉の前に見張りはいない。

　キリエは呼吸を落ち着かせてから扉を叩いた。

「陛下……キリエです」

　少しの間があって内側から扉が開いた。

「よくきてくれたな。入ってくれ」

「失礼します……」

　くつろいだ姿のレオナールが室内にキリエを招き入れる。大きな荷物を抱えているキリエを見て、近くにあったテーブルに置くよう言われた。

　なるべく室内をじろじろ見ないように、と思っていたが、国王の部屋にしてはあまりにも狭くて驚いてしまう。

「そんなにこの部屋が珍しいか？」

「い、いえ！」

　咄嗟にそう言ったものの、レオナールにじっと見つめられておずおずと口を開く。

「その……少し意外な気はしました……」

　レオナールの部屋は、ひとつしかない窓の前に大きな机があり、書状の束や本などが山のように積まれている。壁一面の書棚にも本がぎっしり詰まっていて、隅に小さなベッドがあった。とにかく狭い。だが、机も椅子も使い込まれていて、雑多な物に溢れた部屋だが居心地はよさそうだ。とはいえ、国王の部屋ともなればもっと広く、豪華な調度にいくつもの続き部屋、そして、その奥に大きなベッドが悠然と置かれているものだとなんとなく思っていた。

「もちろん国王らしい部屋もとなりにあるのだが、ひとりでいる時はこちらの方が落ち着くんだ」

　そう言ってレオナールは机の前の革張りの椅子にゆったりと腰掛けた。

「それで……陛下のお悩みとはなんでしょうか？」

　キリエから切り出すと、椅子の肘掛けに置いた腕を組み合わせてからレオナールが言った。

「率直な話だ。精のつく薬草はあるだろうか？」

　キリエは息をのんだ。

「精のつく……と申しますと……」

　やはり姉妹たちの持たせてくれた薬草が役に立つ時がきたのだ。

　彼女たちは、権力者が密かに求めるものをしっかりと心得ていた。

「もちろんございます」

　キリエはにっこりと微笑んだ。

「少々お待ちください」

　ごそごそと袋をさぐり出したキリエにレオナールが言った。

「できればいますぐ用意して欲しい」

「は、はい」

　思わず動揺し、手が震えた。

　レオナールはまだ王妃を迎えていないと聞いている。

　だとすれば、いままさにこのとなりの国王らしい部屋に寵姫が待っているのかもしれない。

　どうしてそんなことが気になるのか、とキリエは思わず薬草を準備する手が止まってしまいそうになる。そんなことを考えている場合ではないと思うが、国王の寝室に侍る妖艶な寵姫を想像してしまう。

「……できました」

　姉妹たちが用意してくれていた薬草をすべて調合し、水で割ってからキリエはグラスをレオナールに捧げた。

「遠くは海の果ての異国から、あらゆる土地で妙薬とされる大変高価な薬草ばかりを集めたものです」

　どうぞ、とグラスを差し出すが、レオナールは受け取ろうとしない。

「あの……？」

　この状況にとまどうキリエにレオナールが言った。

「では、それを君に飲んでもらおうか」

「……え？」

　キリエはグラスを取り落としそうになった。

　意味がわからない。

「申し訳ございません……わたしの聞き間違いでしょうか？」

　レオナールは悠然と椅子に座ったままくり返した。

「聞き間違いではない。それは君が飲むんだ」

　しばらく部屋が静まり返った。

「あの……これは陛下のような貴いお方のために、特別に調合したものです。大変高価で珍しい薬草ばかりを使っております。こう申し上げてはなんですが、この小さな匙たったひとすくいが同じだけの金と変わらないほどです。とてもではないですが、わたしのような者の口に入れられるものではありません」

　大げさに言ったのではない。

　実際、このグラス一杯で金貨五枚ほどもする。

　だが、レオナールは表情ひとつ変えない。

「心配しなくていい。代金は言い値で払おう。だから、いまここでそれを君が飲むんだ」

　キリエは国王の前だというのに不可解な表情を隠しきれなかった。

「な……なぜですか？」

　なぜキリエにこの薬草茶を飲ませようとするのか。

「それがただの精のつく薬草茶だと証明するためだ」

　椅子に座っているレオナールが足を組み直す。

「毒入りの茶でなければ飲めるだろう？」

　キリエは愕然とした。

「ど、毒入りなんて……とんでもありません」

　なぜそんな突拍子もない疑いをかけられているのかわからない。

　確かに毒になる薬草は持っている。

　だが、それは薬にもなるものだからだ。

「だとしたら、君の目的はなんだ？」

　びくりと身体が震えてしまった。

　しまった、と思ってももう遅い。

「顔色が変わったな？」

　レオナールが椅子から立ち上がる。

「短期間で太王太后に取り入り、城にもすっかり溶け込んでいる。なかなかのものだ」

　レオナールがまた足を組みかえた。

「一体、なにが目的だ？」

　背中に冷や汗が流れる。

　ここは正直に『鍵』のことを話すべきなのか。

　だが、突拍子もない話だ。信じてもらえるかわからない。

　平静を装わなくては、と思うものの、キリエはすっかり動揺してしまい声が震える。

「も、目的なんて……わたしは旅の薬師で、このお城に上がったのもたまたまです。二心などなにも……」

「だったら、なぜ城のあちこちで俺のことを聞き回っていた？」

「……っ！」

　知られていたなんて、キリエは息をのんだ。

　だが、ここで正体を明かすわけにはいかない。

　なんとかぎこちなく笑顔を作る。

「わたしはこの国にきたばかりですから……即位されたばかりの国王陛下のことを知りたがってなにかおかしいでしょうか？　若い娘たちは皆陛下に憧れ、噂しています」

「俺の私室がある庭へ忍びこむ算段をしていたのにか？　まさか夜這いにくるためだったのか？」

　キリエは愕然とした。

　あの時、庭師ケクランとの会話を聞かれていたのだ！

　なんとかこの急場をしのがなければ……。

「それは……高い身分の方の庭には、珍しい庭木があることが多いのです。わたしは薬師ですからそれが気になって……」

　なるほど、とレオナールがうなずく。

「それならば、なおのこと疑いを晴らすためその手にしている薬草茶が飲めるだろう？」

　キリエは不躾とは思いつつ正面からまじまじとレオナールを見た。

　少しの迷いもない強く揺るぎない瞳。

　国王というものは、いかなる時も用心深く冷徹でなければならないのだ。

「……わかりました」

　そう言ってキリエは手にしていたグラスの中身を一気に煽った。

　飲みやすくはしているものの、薬草の複雑な苦みが口の中に広がる。それをなんとか喉の奥に流し込んだ。思わず口元を押さえる。

「申し訳ありません……さすがに少々苦いもので」

　レオナールはなにも言わず、キリエの様子に目を凝らしている。毒は即効性のものばかりとは限らないからだろう。

「疑いが晴れるまで、その椅子に座ってじっとしていてもらおう」

　キリエは言われた通り椅子に腰掛け、じっと時間が過ぎるのを待った。

　どんなに待っても、なんの変化もあるはずがない。

　毒ではないのだ。

　よってこの場での疑いはひとまず晴れるだろうが、レオナールの信頼を得るのはもう無理かもしれない。そうなれば、あとはダーナに託すしかないが、キリエの失敗でそれも難しくなったかもしれなかった。だとすると、他に手立ては……。

「……毒ではなかったようだな」

　レオナールの声にキリエは我に返った。

「はい……おわかりいただけましたか？」

　時間が経ち、キリエの様子に変わりがないことから疑いが晴れたのだ。

「ああ、疑ってすまなかった」

　椅子の背にゆったりと身体を預けるレオナールが微笑む。

「君が不審な人物でなくて、正直ほっとしている……」

　どきりとした。

　レオナールを見ていると、胸の動悸が速くなる。

「以前にも言ったことがあると思うが、城の中にいるからといって安全な人物ばかりとは限らなくてな。表には出さないようにしているが、暗殺者が入り込んで衛兵が犠牲になったこともある」

　その痛ましそうなレオナールの顔に、疑われたことも仕方がないとキリエは思えた。

「それは……っ」

　ふいに身体を強ばらせたキリエにレオナールが気づいた。

「どうした？　まさかいまさら毒が効いてきたのか？」

　キリエはなんとか否定する。

「い、いえ……そんなことは……毒ではありませ……んから……」

　だが、これ以上ここにいるわけにはいかない。

　椅子から立ち上がろうとしてふらついてしまう。

「おっと」

　傾いたキリエの身体を素早くレオナールが抱きとめる。

「きゃ……っ」

　小さな悲鳴が漏れ、レオナールが怪訝そうな顔をした。

「どうした？」

「も、申し訳ありません……あの、もう失礼してもよろしいですか？」

　レオナールはキリエを抱きとめたまま、顔を覗き込んでくる。

「様子がおかしいな」

「な、なんでもありません」

　だから、手を放して欲しい。

　キリエは顔を背け、自分の足で立とうとするが身体に力が入らずぐったりしてしまう。

　身体が火照って熱い。

「もしかして、毒ではないが、あの薬草茶のせいなのか？」

　そんなに強い効果が……とレオナールがつぶやき、彼のとまどいが伝わってきた。

「どうすればいい？」

　キリエは答えられなかった。

　それをレオナールは口もきけない状態なのだと思ったようだ。

「とにかく横になったほうがいいな」

　そう言ってレオナールがキリエを抱きかかえた。

「や……陛下……放っておいてください……っ」

　国王に抱きかかえられるなんて、とんでもないことだった。

　キリエはなんとかレオナールの腕から逃れようとしたが、身体が思うように動かず、そのまま部屋の隅のベッドに運ばれてしまう。

「しばらく休め」

「い、いえ……こんな畏れ多い……」

　国王の私室のベッドに横になるなど、考えただけで身体が竦みそうなのに。

　身体を起こそうとするがレオナールに押しとどめられる。

「気にするな。こうなったのも俺の責任だ」

　キリエはなんとか首を振った。

「大丈夫です。そろそろボーウェン夫人の様子も見に行かなくてはなりませんから……」

「カーラの様子を見に行くどころか、看病される側だろう、いまは」

「……っ」

　レオナールの言うとおり、身体の力が入らないいま、薬草の効果が治まるまでどうすることもできない。

　ただ、自分で集めた薬草ではないこともあって、どれくらい効果が続くかわからなかった。

　ぐったりと横になるキリエを見てか、レオナールが言う。

「それとも侍医を呼んでくるか？」

　扉に向かって踵を返そうとしたレオナールをキリエはあわてて引き止めた。

「大丈夫……です。休んでいれば治まると思いますから」

　そもそも、医師になんと説明すればいいのか。

　レオナールは納得できないようだったが、キリエがなんとか押しとどめた。

「それにしても、これがあの薬草茶の効き目なのか？」

「陛下の体格に合わせて調合したものですから……少し効きすぎてしまったようです」

「なるほど……確かに俺に比べれば華奢な身体だな」

　だが、ベッドに横になっても少しも楽にならない。

　それどころか、身体はますます熱くなってくる。

「苦しいのか？」

「いいえ……」

　本当は身体が熱くてじっとしていられない。

　だが、レオナールにみっともない姿は見せたくなかった。

「そうだ、水を飲んでみるといい」

　レオナールが立ち上がり、テーブルの上の水差しからグラスに水を注いだ。

「飲めるか？」

　抱き起こしてキリエの頭を支え、口元にグラスを添えてくれる。水が飲めるのはありがたかったが、こんな形で飲ませてもらうわけにはいかない。相手は国王なのだ。

「陛下が手ずからなんていけません……」

　なんとか自分でグラスを持とうとするが、手が震えて上手く持てない。

「無理をするな」

　レオナールがそっとグラスを傾けてくれるが、くちびるも震えていてうまく飲めずにこぼしてしまう。

「も、申し訳……」

「……仕方がない」

　そう言ってレオナールがグラスの水を煽り、そして、そのままキリエにくちづけた。

「……っ！」

　冷たい水が流れ込んできて、キリエは驚いたもののそのまま飲み下した。

　水は火照った身体を内側から鎮めてくれそうな冷たさで、キリエはほっとしそうになった。

　だが、キリエに口移しで水を飲ませたレオナールのくちびるが離れていかない。それどころか、舌が口腔内に忍びこんできた。

「んん……っ！」

　身体を押し返そうにも腕に力が入らない。

　その間にも、レオナールの舌はキリエの舌をとらえて離さないでいる。

「う……」

　舌を強く吸われ、キリエは身体の奥が切なく疼くのをはっきりと感じた。

「ふ……ぅ」

　胸がどきどきして、呼吸が弾む。

　さらに身体の火照りが激しくなっていく。

「は……」

　ようやくレオナールのくちびるが離れ、キリエは空気を求め喘いだ。
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「思ったとおりだな」

　レオナールが震えるキリエのくちびるを指でなぞる。

「精のつく薬草のせいで、身体が昂ぶっているのだろう？　だったらこのまま俺におとなしく身をまかせるといい」

「ど……どういう……」

　キリエは呆然と間近にあるレオナールの顔を見返した。

「昂ぶった気を散らせば楽になるのだろう？」

「な……っ」

　キリエはぎくりと身体を強ばらせる。

　知られたくなかったのに。

「へ、陛下……それは……」

　とりあえず距離をとろうにもレオナールの反対側にあるのは壁だ。狭いベッドの上に逃げ場はない。なにより身体に力が入らなかった。

「このままひとりどうすることもできず身悶えていても仕方がないだろう」

　レオナールの手が身体に伸びてきてキリエはぎょっとした。

「や……おやめください……陛下！」

「心配せずとも無体なことはしない。それに、薬草のせいなのだから、恥ずかしがることもない」

「そんなわけには……っ」

　後ろから抱きすくめられ、首筋に息がかかっただけでキリエの身体はぴくりと反応してしまった。

「……っ」

　薬草の効果のせいで、おそろしく身体が敏感になっている。

　このまま触れられれば我を忘れてしまいそうだ。

「身をまかせる気になったか？」

　耳元で低く囁かれ、ぞくぞくと肌が粟立つ。

「目を閉じていれば恥ずかしくないだろう。そうするといい」

　気を遣っているのか、レオナールは後ろからキリエの身体に寄り添い、顔を見ないようにしてくれているようだ。

　そして、後ろから上着のボタンが外され、レオナールが直接肌に触れてくる。

「あ……」

　自分のものとは違う、剣を持つ者の固い手のひらの感触に胸のふくらみが包まれ、キリエは息をのんだ。

「ん……」

　柔らかさを確かめるようにレオナールの手が動き、キリエは自分の身に起こっていることが信じられなかった。

　まさかこんなことになるなんて……！

　さらにボタンがいくつか外され、上着がはだけてふたつのふくらみが露わになった。キリエは恥ずかしさのあまり動けなくなる。

　だが、無体なことはしないと言ったとおり、レオナールの扱いはやさしい。

　ゆっくりと、ほどよい加減でキリエの身体をとろけさせていく。

「ふ……ぅ……」

　ふいにふくらみの先端をきゅっと指で挟まれてキリエははしたない声を抑えられなかった。

「あん……っ」

　そのまま捏ねられると、脚の間が熱くなり、なにかがとろりと溶け出すような感触にキリエはうろたえた。

「あ……あ……ん……っ」

　胸の先端はつんと上向いて、触れられるとよろこびを身体の奥へ伝えてくる。

　されるがままに喘ぐことしかできなくなっていると、ふいに、スカートの裾が持ち上がっていることにキリエは気づいた。脚を撫でながらレオナールの手が上へとあがってくる。

「あ……お待ちくださ……」

　止める間もなく下着の越しに触れられてキリエは羞恥に震えた。

「だ、だめ……そんな……」

　だが、あまりの心地よさに抗えない。

「ああん……っ」

　下着が下ろされ、レオナールの指が直接キリエに触れてくる。

　あわてて膝を閉じようとしたが遅かった。

　溢れるほど濡れている秘所に乾いた指が忍びこんできて、蜜をすくわれてしまう。

「や……ぁ……」

　レオナールの指は少しも遠慮がなかった。ぬるぬると襞をかき分けるように動かされ、キリエの声は大きくなっていく。そして、指先はいちばん敏感な粒を探し当て、捏ねるように撫でたり弾いたりとじっとしてくれない。

　それだけでもキリエの身体は悲鳴を上げているのに、さらにレオナールのもう一方の手が胸のふくらみの先端を指でとらえてきた。

「ひぅ……んっ」

　同時に二カ所刺激を与えられていよいよ耐えられなくなる。

「あぁ……はやく……終わらせてください……っ」

　だが、レオナールの指は焦らすように動いていて、なかなかキリエを追い詰めてくれない。

「う……はぁ……」

　キリエは疼く身体を捩り甘いため息をつく。

　ふいに、レオナールの指が動きを止め、やや強引にキリエの身体の奥にゆっくりと差し入れられた。

「あぁ……だ、だめ……っ」

　脚の間の違和感に、キリエはとまどったが、いままでにない疼きが増していることに気づいてしまう。

　たとえ指でも、そんな奥まで許してはいけないと思うものの、ゆっくりと抜き差しをくり返されると息が弾み、もどかしさに腰が揺れてしまう。

「や……ん……っ」

　そうしているうちに指が増やされ、ますますキリエを悩ませる。

「あ……もう……」

　淫らな指の動きに気をとられた途端、びくびくと身体が大きく震え、ついにキリエはひとりレオナールの指で絶頂を迎えた。

「あぁ―――っ」

　高く悲鳴を上げキリエの身体からくたりと力が抜けると、ふっとレオナールが離れていこうとする気配がした。

「……っ」

　咄嗟に手が伸び、キリエはレオナールの服の端を掴んでいた。

「キリエ……」

　驚いたようなレオナールの声に、キリエははっと我に返り手を離してうろたえてしまう。

　自分でもなにをしようとしたのか、わからなかった。

　だが、レオナールには伝わったようだ。

　そのままレオナールの顔が近づいてきてキリエのくちびるに重なった。どちらともなく舌を触れ合わせ絡め合う。

「ん……」

　溶け合うような甘いくちづけに、キリエは泣きたくなった。

　身体がレオナールを求めている。

　そして、彼にもそうであって欲しいと、思ってしまった。

　望みを叶えるようにレオナールが覆い被さってきて、キリエの脚を開かせその間に身体を割り込ませてきた。

　すでに昂ぶった先端がキリエに触れる。

　そして、その先端がゆっくりとさぐるように動き、キリエのとろけた襞をかき分け蜜口にあてがわれた。

「あ……」

　キリエが身構える前にレオナールが腰を進め、先端が埋め込まれる。とろりと蜜が溢れ、さらにレオナールを奥へと導く。

　柔らかく溶けた内側をたくましい昂ぶりで貫かれる愉悦にキリエは高く喘いだ。

「は……ぁ……っ」

　身体に力が入らないおかげで、キリエは苦もなく奥までレオナールを受け入れた。たっぷりと満たされてため息が漏れる。
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「あぁ……」

　昂ぶりすべてをキリエの中に収めたレオナールが身体を起こしつぶやいた。

「こんなことに……いや……」

「……え？」

　キリエが聞き返すと、レオナールはなにも言わずに首を振り、ぐっと腰を押しつけてきた。

「あ……っ」

　身を屈めたレオナールがキリエにくちづけ、舌を絡めながら腰をまわされると、あまりの心地よさに気が遠くなる。

「も……もう……」

　これ以上耐えられそうにない。

　再び達してしまいそうだ。

　たが、レオナールはキリエの脚を抱えあげ、さらに結合を深くする。

「ひぅ……っ」

　そして、レオナールはゆるゆると腰を引き、またゆっくりと貫いていく。そのくり返しは次第に速さを増し、レオナールの息も弾んできた。

「は……あぁ……んっんっ」

　何度も激しく突き上げられ、キリエはレオナールを受け入れるよろこびに涙が溢れた。

「……っ」

　そして、最後は声にならなかった。

　レオナールがキリエを抱きしめ、その奥に精を放つ。

　ぼんやりとしていく意識の中で、レオナールがなにかつぶやくのが聞こえた。

「キリエ……君はこんなことになるとは思ってなかっただろうか……」

「な、なに……？」

　そのまま意識が途切れ、キリエはレオナールの腕の中で気を失ったのだった。

















第六章












　どうしてあんなことになってしまったのだろう。

　キリエはレオナールとの一夜を後悔していた。

　なのに、忘れたくても忘れられない。

　レオナールの息づかいや、指の感触が何度も甦ってきてしまう。

　しかも、最後は自分から求めてしまったのだ。

「どうかしてたわ……」

　だが、薬草茶のせいだけだとは思えない。

　キリエは乳鉢に入れる薬草を間違えそうになってはっとした。

　ため息をついて、乳棒をテーブルの上に置く。

「だめよ、忘れないと……あれはほんの一夜の過ちなのだから」

　きっとレオナールもそう思っているはず。

　しかも、彼は国王なのだ。

　些細なこととして気にも留めていないかもしれない。

　そう思って忘れようとするが、胸が切なく痛んで苦しい。

「なにもかも忘れてしまう薬草があればいいのにね……」

　キリエは手にした薬草を見てつぶやいた。










　その日、キリエはなにをやっても上の空で過ごしていた。

　出るのはため息ばかり。

　ぼんやりしていると、肩を叩かれた。

「キリエ、国王陛下がお呼びですって」

「え！」

　キリエは驚いて飛び上がりそうになった。振り返ると、ボーウェン夫人付きの女官がきょとんとしてキリエを見ている。

「どうしたの？」

「ど、どうしたのって……」

　動悸が激しくなり、キリエはひとりうろたえてしまう。だが、当然なにも知らない女官は不思議そうに首を傾げている。

「陛下にもあなたの薬草がとても効くって認められたのでしょう？」

　すごいわ、と褒めそやされ、キリエは後ろめたかった。彼女はずっと悩まされていた肩こりに、キリエの薬草が効いてからなにかと親切にしてくれているのだ。

「陛下の侍従が迎えにくるって言っていたから、忘れないで」

　それだけ言い置いて女官は立ち去ったが、キリエはその場に呆然と立ちつくしていた。

　レオナールにどんな顔をして会えばいいのだろう……。

　こんなことなら、あの後すぐにボーウェン夫人の屋敷にダーナをたずねるという口実で逃げればよかった。

「ううん、それはできない……」

　まだ大事をとっているボーウェン夫人のそばを離れられずにいたからだ。

　キリエは心を決めた。

　この城にいて、国王が呼んでいるとなれば無視するわけにはいかない。

　そして、レオナールがなぜ呼んでいるのかはおおよそ見当がついている。










　夕方、女官が言っていたとおり、国王の侍従だという少年がキリエをたずねてきた。

　レオナールの部屋は知っているのに、なぜわざわざ侍従を寄越すのだろう、と思っていたが、先日話にきいた国王らしい部屋の方に案内された。

「こちらです」

　まだあどけなさの残る少年侍従に礼を言って、キリエは部屋に足を踏み入れた。

　かすかに花の香りが漂っている。

　話の通り、部屋は広く贅を尽くした調度が揃えられていて、まさに国王の私室にふさわしい。

「陛下……？」

　入ってすぐの居間にレオナールの姿はない。

　さらに続く部屋に足を踏み入れていいものか迷っているとレオナールの声が聞こえてきた。その部屋の扉を開けると、レオナールが椅子から立ち上がるところだった。

「陛下……お呼びとうかがい参りました」

　思ったとおり、その部屋は寝室になっていた。

「呼びつけて悪かったな」

「そんな……とんでもございません。それで、ご用は……」

　レオナールが口を開いたところでキリエは言った。

「いえ、わかっています」

　キリエは自分からベッドに近づいた。

　細かい彫刻の施された重厚な天蓋に、何人も横になれそうなベッドにはなめらかな絹の掛布が広がっている。

「キリエ？」

　レオナールに背を向けたまま言う。

「どうして呼ばれたかわかっています。だから、お好きになさってください」

「なにを……」

　キリエの肩にレオナールの手が置かれようとした気配を感じて振り返った。

「その代わり、わたしもお願いがあります」

「待ってくれ、一体なんの話をしている？」

　レオナールが不審そうにキリエを見ている。

　キリエは思いきって口を開いた。

「身をまかせる代わりに、見返りを……」

「見返りだと？」

　目を見開くレオナールに、キリエはうなずき静かに告げた。

「わたしを好きにする代わりに、この城の宝物庫からこの手のひらに収まるものを……ひとついただきたいのです」

　すっと手のひらを差し出し、握りしめる。

　これは賭だった。

　そのために身体を差し出すのも厭わない。

　レオナールはしばらくなにも言わずにキリエを見つめていた。

「……わかった。宝物庫から好きなものを持っていくがいい」

　キリエは息をのんだ。

　レオナールのキリエを見る目は冷ややかで、はっきりと嫌悪の色が浮かんでいた。

「そして、いますぐこの部屋から出て行ってくれ」

「え……」

　キリエはまだなにも差し出していない。

「で、ですが……」

「見返りが欲しいのだろう？　それなら先日の分として受け取るがいい」

　そう言って、レオナールの方が部屋を出て行ってしまった。

「……っ」

　身体を与える見返りに金品を要求するなんて、どんな卑しい女だと思っただろう。

　でも、それでよかった。

　レオナールは国王で、キリエはただの薬師だ。

　一時、寵を受けてもその先はない。

『鍵』を取り戻すため、キリエが姉妹たちと暮らす森を出てから、はじめて親しく接した異性がレオナールだった。

　だから、勘違いしてしまっただけ。

　レオナールは、結ばれることを夢にも願ってはいけない相手だった。

　ただ、それだけだ。






　これで『鍵』が手に入る。

　森へ戻る時がきたのだ。










　ボーウェン夫人の体調がようやく回復し、キリエはほっとしていた。

　これで城を出て行っても心配はない。

　キリエはそろそろ機会を見て森へ戻ることを考えていた。

　今日も太王太后は庭の池で水鳥に餌をやっている。すっかり日課になっていて、楽しそうだ。

　ボーウェン夫人や、太王太后、そばで過ごしたのはほんの短い間だったが、別れるとなるとさびしさを感じる。

　なにしろ、ここを去ればもう二度と会えない。

　もともと住む世界が違うのだから。

　キリエがぼんやりと庭の木陰に立っていると、レオナールの少年侍従がどこからともなく現れて近づいてきた。

　そして、手早く用件を伝えて去って行った。

　伝言は、地下にある宝物庫へ行き、望みのものを持っていくように、とだけ。

　キリエは太王太后に断って席を外し、地下へと向かった。










　宝物庫は国王の居室棟の地下にあった。

　キリエが警備兵に用件を伝えると、扉の横の控え室からひとりの青年が現れた。

「あなたが薬師のキリエさん？」

　青年は、宝物庫の管理と記録をまかされている、と言った。仕事場が地下のせいか、顔色が悪い。たまには陽の光を浴びた方が、と言いたくなったが、気難しそうだったのでやめておいた。

「こちらです。足元に気をつけて」

　どこかにある明かりとりの窓から差し込む光を頼りに地下への階段を下りていく。

　その先にひっそりと宝物庫はあった。

　重そうな鉄の扉を記録係の青年が押して開けると、黴くさい風が吹き出してきた。

　宝物庫の中には目もくらむような金銀財宝が溢れているのかと思ったが、棚や箱がずらりと並んでいるだけだった。

「そんなのおとぎ話の中だけですよ」

　記録係があきれたように言う。

「ここにある宝物は、すべて目録にしっかりと記され、棚や箱に収められています」

　キリエは辺りをぐるりと見回した。

　ここに『鍵』があるのだ。

「なんでも好きなものを持っていっていいとのお達しですよ」

「好きなもの？」

　記録係が大げさにため息をつく。

「そうですよ、なんでもです」

　恨めしげにじろりと睨まれ、キリエは困った。

　とんでもない強欲な女だと思われているに違いない。

　だが、どうしてレオナールは、なんでも持っていっていいなんて彼に伝えたのだろう？

「さあ、どれにするのですか？」

　キリエはあわてて言った。

「なんでもなんて、望んでいないわ。わたしがいただきたいのは、ほんの小さなものなの」

　記録係が鼻で笑う。

「小さくても、高価なものはいくらでもありますよ」

　キリエは首を振った。

「いいえ、きっと誰も高価なものだなんて思っていないものよ」

　記録係はまだなにか言いたげだったが、黙ってキリエを案内した。

「さっきも言ったけど、わたしがいただきたいのはとても小さなものなの」

「でしたら、こちらです」

　記録係が鍵束からひとつの鍵を選び、重厚な木箱を開ける。

　そこには、色とりどりの宝石や、指輪が収められていた。

「ちがうわ……なんていうか、こういう装飾品ではないの」

「でしたら、こちらですか？」

　記録係が開いた箱には、鈍く光る銀のスプーンやフォークが並んでいた。

「違うわ、これでもない。ねえ、なにか収蔵品を記しているものはないの？」

　小さくため息をついた記録係が分厚い目録を差し出した。

　手にとって開くと、この宝物庫に収められている宝物が細かく記されている。収めた日付、大きさ、形、贈り主……キリエは次から次に目を通した。

　だが、それらしい記述が見当たらない。

「最近、オルグレンから運ばれてきた宝物はこれだけ？」

　焦りが募り、キリエは大きな声を出していた。

　記録係がぎょっとして言う。

「え、ええ、そうです。こちらにオルグレンから運び込まれてきたものだけ別に記している目録もありますが……」

「貸して！」

　奪い取るようにしてキリエは薄い目録に目を通す。

　オルグレンから運び込まれてきたものは、やはりあまり多くなかった。そもそも王家の財政が逼迫していたからだろう。

　真鍮の壺……よくわからないメダル……正絹の絨毯……。

「ない……」

「え？」

　記録係が問い返すが、耳に入らない。

　キリエは呆然とつぶやいた。

「どうして……」

　手にしていた目録がばさりと床に落ちた。

「『鍵』なんて……ないわ……」










　キリエがボーウェン夫人の屋敷に辿り着いた時には、もう日が暮れかけていた。

　ここに滞在していた間、顔なじみになっていた門番を驚かせてキリエは屋敷の扉を叩いた。

「ど、どうしたの、キリエ？」

　ダーナは、腕にリックの妹を抱いていた。この前に見た時よりも、少しふっくらしてきて、目をぱっちり開けている。

「ダーナ……わたし……」

　ダーナの顔を見た途端、抑えていたものがこみ上げてきた。

「わたし……もうこの国にはいられない……みんなのところへ帰るわ」

「え？」

　腕に抱いた赤ちゃんを揺らしていたダーナの動きが止まった。

「城でなにかあったの？」

　キリエは答えられなかった。ただ、これだけは伝えておかなくてはいけない。

「『鍵』は……『鍵』は、なかったの」

「か、『鍵』が……？」

　そのままダーナは絶句している。

「ごめんなさい……わたし……」

　止めどなく涙が溢れた。

　不甲斐ない自分に、やりきれなくなる。

「……わかったわ、キリエ。いますぐには無理だけど、私も追って森へ帰る」

　だから、先に帰って、とダーナが言う。

「すぐに港まで馬車を出してもらいましょう。私、セイラさまにお願いしてくる」

　屋敷の中にとって返そうとしたダーナをキリエは引き止めた。

「いいの、大丈夫だから。ダーナ、本当にごめんなさい。あとはお願い」

　誰に親切にしてもらうのもいまは苦しい。

　キリエは身を翻し、駆け出した。

「キリエ！　気をつけて！」

　背中にかけられたダーナの声からも逃げるように、キリエは港へ向かったのだった。
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　港で運良く出港間際のオルグレン行きの船に乗ったところまでは記憶がある。

　だが、船に乗っている間のことも、そこから森へどうやって戻ったかも、よくおぼえていなかった。

　突然呆然として戻ってきたキリエに、姉妹たちは驚いたもののそっとしておいてくれた。

　ただ、長老には『鍵』がなかったことだけはなんとか伝えた。

　そして、キリエは姉妹たちが暮らす庵から離れた森の奥にある果実酒を貯蔵する倉に、ひとり寝泊まりをしていた。

　朝になると、森でこの季節に旬を迎えるクワの実を集めてまわり、倉に戻ると姉妹から届けられている食事をひとりで食べ、採ってきたクワの実を酒に漬けていく。

　ぼんやりとそれをくり返し、キリエはなにも考えないようにした。

　今朝も日の出とともに目を覚まし、あけびの蔓で編んだ籠を手に倉を出る。

　空は気持ちよく晴れ渡っているが、キリエの心を動かすことはない。

　のろのろと歩きはじめ、小川のほとりで足を止めた。向こう岸に人影が見えたからだ。

「……？」

　目に映る人影を、はっきりと認識するまで時間がかかった。

　なぜなら、どう見てもレオナールの姿にしか見えないからだ。

　だが、そんなはずはなかった。

　彼は、エウリーシュの国王で、こんな田舎のさらに人里離れた森の奥に足を運ぶような身ではない。しかし、どう見ても、彼にしか見えない。

「まさか……」

　キリエは思わず後退った。

「待ってくれ」

　その声は、紛れもなくレオナールのものだ。

　信じられない思いにキリエが立ちつくしていると、レオナールが小川の流れをものともせずに横切り渡ってきた。

「陛下……？　どうして、ここに……」

　呆然とつぶやくとレオナールが言った。

「君を追ってきたんだ」

　キリエは混乱していた。

　レオナールはキリエの素性を知らないはずだ。オルグレンの者だとは知っていても、それ以上のことはなにも話していない。

「わたしを？　なぜ？」

　呆然として問うと、レオナールがきっぱりと答えた。

「もちろん、君が重罪人だからだ」

「じゅ、重罪……？」

　思わぬ言葉にキリエは愕然とした。

　もちろん身におぼえはない。

「宝物庫のことでしたら、わたしはなにも持ち出していません」

　それは、とんでもない誤解だ。

「わかっている。君がなにも受け取らずに城を出て行ったことは」

「でしたら……」

　レオナールが一歩踏み出して言った。

「君の罪は、国王の子を宿しているかもしれない身で、城から逃げ出したことだ」

「え……」

　思わぬ罪状にキリエはぽかんとしてしまった。

「そんな……わたし、身ごもってなんかいません」

「断言できることではないだろう？　あれからまだ何日も経っていない」

　だから、一度でも国王の寵を受けた者は、二ヵ月城から出られない決まりになっている、とレオナールは説明した。

「知りませんでした……」

　レオナールが小さくため息をつく。

「知らなくて当然だろう。あの夜……そのことを君に話しておこうと思ったんだ。それなのに、君はなにか勘違いをして話をする前に姿を消してしまった」

　そして、とレオナールは続けた。

「君が宝物庫からなにも受け取らなかったときいた時、俺こそ勘違いをしていたのではないかと思った。君の目的は、俺に取り入ることでも、金品を得ることでもなかったのではないか、と。そして、それは当たっていた。君の目的はこれだったのだろう？」

　レオナールが差し出した手には、『鍵』があった。

　キリエは息をのんだ。

　さがしていたものの、実物ははじめて見た。

「これが……」

　それは、まるで黒い小さな枝のようだった。

　わざわいの元である『黒き魔女の書』を封じる『鍵』……。

『鍵』は真っ黒の錬鉄で作られていて、頭部に星空を閉じ込めたようなラピスラズリが飾られている。

「オルグレンの宝物庫をあらためた時、ふとこの鍵が目についたんだ。それで、何気なく手にとると、この飾りがとれてしまって……それで、自分で修理しようとしてそのまま手元に置いていたのだが……」

　思わず魅入られていたキリエははっとした。

「でも、どうしてこの『鍵』のことをご存じなのですか？」

「君の『妹』にすべてきいた。この『鍵』が『魔女の鍵』というもので、君たちにとってとても大事なものだと」

「ダーナに……」

　キリエが城から姿を消した後、レオナールはダーナのことを思い出し、ボーウェン夫人の屋敷をたずねたらしい。

「ダーナも最初は君のこともこの『鍵』のことも一切話さなかった。だが、彼女が世話をしているカーラの孫娘セイラは、俺の幼なじみだ。セイラの口添えでようやくダーナが話してくれたんだ」

　そういえば、ボーウェン夫人は若くして夫を亡くした後、城で女官としてずっと暮らしていて、その娘もそのまた孫娘のセイラも城で育ったと言っていた。彼女はレオナールと同じ年頃でもあるし、幼い頃からの知り合いでも不思議はなかった。

「この『鍵』をさがすために俺に近づこうとしていたんだな？」

「そう……です」

　いまさら言い訳などなにもない。

　キリエは項垂れた。

　レオナールがどんな処罰を下すとしても甘んじて受けるつもりだった。

「それで俺に身をまかせた？」

「ち、違います……っ」

　言ってしまってからキリエははっとした。

　それを見てか、レオナールがふっと微笑む。

「『魔女の姉妹』は、この『鍵』を永く預かる者を求めているときいた。重い役目だが、俺でよければ引き受けてもいい」

「……え？」

　キリエは顔を上げてレオナールを見た。

『魔女の姉妹』の長は、強き意志の持ち主こそ『鍵』を預けるのにふさわしいと言っていたはず。それならレオナールは問題ないように思えた。

「ただし、ひとつ条件がある」

「条件？」

　キリエは眉をひそめ、どんな要求をされるのかと身構える。

「それは、君が俺の妻になることだ」

　レオナールがなにを言っているのかわからなかった。

　妻？　わたしを？

「なにをおっしゃっているのですか？　わたしはご覧の通りこうして森に棲む、なんの身分もないただの薬師です。国王陛下の妻になんて……なれるわけがありません」

　たとえレオナールが望んだとしても、キリエが王妃になることに賛成する者はいないだろう。

　だが、レオナールは平然と言った。

「君は誰に気に入られているかわかっていないのか？」

「……どういうことでしょう？」

　心当たりなどなにもない。

　エウリーシュで知り合った人たちの前からは、不義理にもなにも言わずに姿を消したのだから。

「君は太王太后陛下にとても気に入られている」

　キリエはずきりと胸が痛んだ。

「で、ですが……」

「陛下は本当に君を気に入っているんだ。以前、君にドレスを仕立てようと言っていただろう？　普段は誰にもあんなことを言う方ではないんだ。だから、俺との行き違いで君が城から姿を消したと知って、陛下は激怒した、俺に」

　キリエは唖然とした。

「レオナール陛下に、ですか？」

　なにも言わずに姿を消したキリエにではなく？

　威厳がありながらも、どこか少女のようなあどけなさも持つ太王太后のことを思い出しキリエは涙ぐんだ。

　あんなによくしてもらったのに、黙って出てきてしまったのだ、どんな顔をして再び御前に姿を現せばいいのかわからない。

「いや、一刻もはやく君を連れ戻してくるように厳命されているんだ。君を連れてではないと、俺は城に戻れない」

「そんな……」

　レオナールの言葉に心が揺れる。

「だが、俺は陛下に命じられたからきたわけじゃない。キリエ、一緒に城へ戻ってくれ。そして、これからもずっとそばにいて欲しい」

「ですが……わたしは……」

　やはりレオナールとキリエでは天と地ほども身分が違う。

　そう言うと、レオナールが笑った。

「太王太后陛下には十二人の子どもがいて、その内の十人が娘だ。全員他国や国内の有力貴族に嫁いでその世継ぎをもうけている。太王太后陛下の権力は絶大で、そのおかげで俺は政略結婚をする必要がない」

　冗談のように言ってレオナールが肩をすくめる。

「どんな姫よりも、君を妻に迎えたい」

　その言葉にキリエは全身が震えた。

　思わずレオナールの方に引き寄せられそうになる。

「いいえ、いけません。わたしなんかを……国のためになりません」

　そうかな？　とレオナールが言った。

「単身で城に潜入してくる剛胆さも、あの気難しい太王太后に気に入られた機転も、使命を果たそうとする意志の強さも国王の妻にふさわしいさ」

　それでも、キリエが一歩踏み出せないでいると、仕方ないとばかりにレオナールがずかずかと近づいてきた。

「こ、こないでください！」

　キリエは思わず逃げ出していた。

　レオナールは女の足ではそんなに逃げられないと思っているのか、余裕の足取りで追ってくる。

　だが、ここはキリエの慣れ親しんだ森だ。この土地に明るくないレオナールを撒いて逃げ切る自信はあった。

　とにかく時間を稼ぎ、レオナールには冷静になってもらうしかない。

　キリエが王妃だなんて、いつか後悔する日がくる。

　レオナールの負い目になりたくなかった。










　しばらく木々の間を走り、息が切れてきてキリエは足を止めた。しばらく木の幹に寄りかかり呼吸を整える。

「ここまでくれば……」

　そっと木の陰から顔を覗かせると、少し離れたところで辺りを見回しているレオナールの姿が見えた。

「う、うそでしょう……？」

　キリエはすぐに木の陰に身をひそめる。

　こんなところまで迷わず追ってくるとは思わなかった。それと同時にレオナールの追跡の正確さに感心する。

　キリエは少しでも音を立てないように慎重にその場から離れた。

　もっと森の奥まで逃げなくては……レオナールがあきらめるまで。

　そうして何度も後ろを振り返りながら早足で進んでいると、さすがにキリエも普段あまり立ち入ることのないところまできた。

　人が足を踏み入れない森は、鬱蒼としていて不気味だ。

「気をつけないと、わたしも迷ってしまいそうだわ……」

　なにか目印になるようなものがないかと辺りを見回すと、覆い茂った蔦に隠れた洞窟があることに気づいた。

「……？　こんなところに洞窟なんて……」

　不思議に思い、キリエは洞窟に近づき中を覗き込んでみる。

　真っ暗でなにも見えない。

　だが、妙に気になる。

　こんなことをしている場合ではないと思いながらも中の様子をうかがっていると、レオナールの声が聞こえた。

「キリエ！　どこだ！」

　驚いてキリエは思わず洞窟の中に隠れようとした。

　だが、一歩踏み込んだその先は段差になっていて、気づかなかったキリエは足を踏み外し、悲鳴を上げて転がり落ちてしまった。

「い、痛……」

　それほどの落差ではなかったが、したたか身体を地面に打ち付けてしまった。

　なんとか起き上がり、目を凝らすと次第に暗闇に目が慣れてきた。

　ずっと森の中で暮らしてきたキリエはかなり夜目が利く方だった。

　目を凝らすとぼんやりと扉のようなものが見える。

「え……」

　キリエは目をこすってもう一度よく見た。

　見間違いではない。

　狭い洞窟の奥に重々しい扉があり、錬鉄の錠前が下がっている。

「ここ……」

　キリエはぞっとした。

　この洞窟は、魔女アディエラが『黒き魔女の書』を封じた場所だ。

　いままでその場所をなんとなくしか知らなかったが、偶然辿り着いてしまった。

「キリエ、大丈夫か？」

　悲鳴を聞きつけてきたのだろう、レオナールの声にキリエははっとした。

　そして、気づく。

　レオナールは『鍵』を持っている。

　長は確かに言っていた。

『黒き魔女の書』は封印を解くために、『鍵』を持つ者を引き寄せると。

　キリエは悲鳴を上げた。

　あわてて立ち上がるが、足がもつれてまた転びそうになる。

「キリエ？」

　洞窟に足を踏み入れてきたレオナールを見て、キリエは叫んだ。

「だめ！　近づいてはだめ……っ！」

　レオナールの身体を、ぶつかるようにして止めると、勢い余ってふたりで外に転がり出た。咄嗟にレオナールが抱きとめてくれたおかげで柔らかい草地の上に倒れ込む。

「ど、どうしたんだ、一体？」

　キリエは取り乱し、倒れたレオナールの上に屈み込んだ。

「か……『鍵』が……『鍵』が、あなたを……っ」

　レオナールは、太王太后の命令でもなく、自分の意志でもなく、『鍵』に操られてここまできてしまったのだ。

「『鍵』が？」

「『黒き魔女の書』があなたを操ってここまでこさせたのよ。そして、その『鍵』で封印を解こうとしてる……！」

　とんでもないことになった。

　キリエのせいで、レオナールをこんなおそろしいことに巻き込んでしまったのだ。

　おそらく封印を解いた者が新たな『黒き魔女の書』の持ち主になる。

　そうなれば、レオナールは……！

「落ち着くんだ、キリエ。俺はなにも操られていない」

「……え？」

　キリエの涙をレオナールの指がやさしく拭う。

「この『鍵』を鍵穴に差し込もうなんて、少しも思っていないし、邪悪な本にも興味はない。それどころか、俺はいまキリエのことしか考えてない」

　レオナールがキリエを抱きとめたまま身体を起こした。

「で、でも……」

『鍵』を持った者が、たまたま封印の扉の前に現れるなんて偶然があるだろうか？

　そう言ったキリエをレオナールが微笑んだ。

「そんなに心配ならいい方法がある」

　レオナールが涙に濡れたキリエの頬に手を添える。

「俺が他のことはなにも考えられないようにするんだ、キリエが」

「どう……やってですか？」

　そんな方法があるのなら、なんでもする、とキリエは縋るようにレオナールに言った。

「それは……わかるだろう？」

　キリエの顎を引き寄せ、いたずらっぽい笑みを浮かべて言うレオナールの瞳には、操られているような暗い影は少しも見えない。

「レオナールさま……」

　キリエは、レオナールは操られていないとわかっていても、自ら彼にくちづけた、何度も何度も……。

















エピローグ












　今日もエウリーシュの城では太王太后のうなり声が響いていた。

「う～む、これも思っていたものと違う！」

　仮縫いまでできたドレスがまた却下される。

「やはり、キリエにはもっと清楚なものがいい」

「あの、太王太后さま……」

　これでもう六着目だった。

　太王太后は、キリエの花嫁衣装を自分が仕立てさせると言ってきかないのだ。もちろんキリエも今度はありがたくお願いしたのだが……。

「なんだ？　私は妥協などせぬぞ」

　お針子たちが戦々恐々としているのを見て、ボーウェン夫人が声をかけた。

「陛下、キリエさまも試着でお疲れのようですし、少し休憩してお茶でもいかがですか？」

　ボーウェン夫人の提案に、さすがの太王太后も耳を貸した。

「そうだな、わたくしも少し疲れた。休憩するとしよう」

　そう言って、太王太后がキリエの部屋から他の女官たちを出て行く。お針子たちも安堵したようにそれに続き、部屋にはボーウェン夫人とキリエだけが残った。

　ふう、とため息をついてからボーウェン夫人がおっとりと微笑む。

「大変ですわね、キリエさまも」

「ボーウェン夫人、何度も申しますが、以前のようにキリエと呼んでください」

　キリエはレオナールとともに城へ戻ってきて、以前と変わらず温かく迎えられていた。太王太后もボーウェン夫人もキリエの事情を知り、少しも責めなかった。

「そんな、いけませんわ。あなたは、国王陛下の婚約者で、もうすぐ王妃となられるのですから」

「でも、レオナールさまは以前と同じようにしていいと……」

　キリエは変わらず普段は薬師として薬が必要な者の相談に乗ったり、分け隔てなく怪我の治療をしたりしている。

「あなたって……もっと国王の婚約者として調子に乗ってもいいのよ？」

　女官を顎でこき使ったり、ドレスを何着も仕立てさせたり！　とボーウェン夫人が大げさに言う。

「と、とんでもありません。そんなことできません」

　キリエはあわてて言った。

　この部屋も、薬師としてあてがわれたものとは違っていて、広く豪華な部屋になっている。こんな過分な部屋では落ち着かない、と訴えたがきいてもらえなかったのだ。

「ふふ、そんなだから、レオナール陛下もあなたを選んだのでしょうね」

　率直に言われ、キリエは頬が赤くなるのを感じた。

　いつまで経っても冷やかされることに慣れない。

「なるべくマーシャさまをお引き留めするから、あなたも少しゆっくりなさいな」

　そう言ってボーウェン夫人も出て行き、キリエは部屋にひとりになった。

「ふう……」

　やはり誰もいないところだとため息がでる。

　ドレスもきつくてさすがに疲れた。

　いつもの服に着替えようと思っていると、突然不躾に扉が開いた。

「……っ！」

　驚いたが、現れたのはレオナールだった。

「び、びっくりさせないでください、陛下」

「なんだ？　俺以外に断りもなくこの部屋にやってくる者が他にいるわけがないだろう？」

　レオナールはまったく悪びれないで言った。

「それはそうですけど……」

「きいたぞ、また陛下が衣装を気に入らなかったようだな」

　まったく、とレオナールがすぐそばの長椅子に腰を下ろした。

「はい。でも、太王太后さまが納得してくださるまでおつきあいしようと思っています」

　早くに母親を亡くしたレオナールにとって、太王太后は母親代わりだったからだ。

「だが、これではいつまで経っても式ができない。君はそれでいいのか？」

「それは……」

　もちろん、式が延び延びになっていることは気になる。だからといって、太王太后の好意を無駄にすることもできなくて……。

　そんなことを考えていると、レオナールが腕を伸ばしキリエを膝の上に抱き寄せた。

「きゃ……っ」

　間近で瞳を覗き込まれる。

「キリエ、もう待てないと言ってくれ」

「レオナールさま……」

　胸が甘く高鳴る。

　だが、キリエはどぎまぎして目を逸らしてしまった。

「あの、少しお待ちいただいてもいいですか？　ドレスが苦しくて、着替えてきますから」

「だったら、脱がせてやろう」

　キリエはぎょっとしてレオナールの胸を押し返した。

「け、結構です」

　レオナールのことだ、本当にやりかねない。

　キリエはじたばたしてなんとかレオナールの腕から逃れようとする。だが、ドレスが手足にまとわりついてままならない。

　肩を出す形のドレスはあっという間にレオナールの手ではだけさせられてしまう。

「きゃ……」

　膝の上に抱きかかえられているため、ふたつのふくらみがレオナールの目の前に露わになり、キリエはあわてて手で隠そうとした。

　だが、その手はやすやすとレオナールにとられ、押しとどめられる。そうしてキリエの手を封じておいて、たわわに揺れるふくらみの先端をレオナールがためらいなく口に含んだ。

「あ……っ」

　キリエはびくりと背中を反らした。

「だ、だめ……ドレスが汚れて……しまいます」

「なるほど、これから汚れるようなことをされると思っているんだな」

　揶揄されてキリエははっとした。

「ち、違います……っ」

「せっかくだから期待に応えよう」

　そう言うなり、レオナールがふくらみの先端を強く吸った。

「あん……っ」

　思わず甘い声が漏れてしまい、キリエは口を押さえた。だが、声を上げさせようとレオナールが舌で執拗に先端を責める。ねっとりと舐め上げられ身体の奥が疼く。

「あ……んん……っ」
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　もうひとつのふくらみは、手のひらに収まって捏ねるように弄ばれていた。キリエはレオナールの膝の上で身悶えるしかできなくなってしまう。

「ちょ……ちょっと待ってください。まだ衣装合わせも終わってなくて……誰かきたら……」

　ボーウェン夫人はああ言っていたが、いつ太王太后がまたお針子たちを引き連れて部屋をたずねてくるかわからないのだ。

　これでなんとかレオナールの腕から逃れられるかと思ったが、そうはいかなかった。

「だったらすぐに望みを叶えればいい」

「え？」

　キリエはレオナールの膝を跨いで座るように身体を抱え直された。そして、脚の間に硬く昂ぶったものを押しつけられる。

「あ、あの……っ」

　驚いている間にも下着がずらされ、無防備な蜜口をレオナールの先端が押し開いてきた。まだ愛撫にとろけはじめたばかりで少しきつい。

「む、無理です……そんな……」

「ドレスを汚したくないのだから、いつものようにたっぷり濡れる前にこうしたほうがいいだろう？」

　レオナールがとまどうキリエの腰を引き寄せると、先端がさらに奥へと進んでくる。

「ああ……んっ」

　そのままさらに腰を引き寄せられ、キリエはついに奥までレオナールを受け入れた。

「こ、こんな……強引に……なんて」

　まだ準備が整っているとはいえない内側を貫かれる生々しい感触ともどかしさにキリエは身を捩った。

「君がはやく欲しいとねだるからだろう？」

「わ、わたしは……そんなこと……あ……っ」

　レオナールが腰を揺らし、キリエは喘いだ。

「愛しい君の望みなら、どんなことでも叶えよう」

　だが、拒むキリエの望みが叶えられたことはこれまで一度もない。

「ただ、口にしてもらわないと、君がなにを望んでいるのかわからないからな……」

　そう言いながらレオナールはゆっくりと腰を揺らしている。

「わ、わたしがお願いしたいことは、ド、ドレスを汚さないことです……っ」

　なんとか訴えたが、レオナールはキリエを離してくれない。

「大丈夫だ……いつものようにいちばん奥で出すから」

　耳元で甘く囁かれ、キリエは息をのんだ。

　そして、レオナールはキリエを抱きしめ、その通りにしたのだった。
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